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伊勢の元気さん！
皇學館大学　
　　　雅楽部
　今月号では、日本古来の伝統音楽「雅楽」を受
け継ぎ、多くの人に美しい音色を楽しんでもらお
うと活動する皇學館大学雅楽部を紹介します。

と
こ
ろ
で
し
た
。

　

雅
楽
部
の
皆
さ
ん
は
、
月
曜

日
〜
土
曜
日
の
毎
日
、
約
２
時

間
の
練
習
を
重
ね
、
週
２
回
は

神
宮
の
楽
師
に
よ
る
直
接
の
指

導
を
受
け
て
稽
古
に
励
ん
で
い

る
と
の
こ
と
で
、「
練
習
を
し

な
い
と
技
術
が
落
ち
る
の
で
維

持
す
る
の
が
大
変
。
楽
師
の
先

生
に
教
え
て
い
た
だ
け
る
こ
と

が
あ
り
が
た
く
、
自
分
た
ち
の

経
験
や
上
達
に
つ
な
が
っ
て
い

ま
す
」
と
言
い
ま
す
。

　

ま
た
、
雅
楽
に
は
指
揮
者
が

い
な
い
上
、
リ
ズ
ム
が
一
定
で

な
い
た
め
音
を
合
わ
せ
る
の
が

大
変
難
し
い
と
い
う
こ
と
で
、

合
奏
で
美
し
い
音
色
を
奏
で
る

た
め
に
は
一
人
一
人
が
練
習
を

重
ね
て
感
覚
を
つ
か
ま
な
け
れ

ば
な
ら
ず
、「
う
ま
く
で
き
な

い
と
き
は
苦
し
い
思
い
を
し
ま

す
が
、
練
習
で
何
か
を
つ
か
ん

だ
り
、
合
奏
で
う
ま
く
演
奏
で

き
た
と
き
に
は
や
り
が
い
を
感

じ
ま
す
」
と
言
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
日
頃
の
練
習
の
成

果
を
発
表
す
る
場
と
な
る
の

が
、
毎
年
秋
の
雅
楽
部
定
期
演

奏
会
と
、
例
年
行
わ
れ
る
神
宮

で
の
奉
納
演
奏
で
す
。
こ
れ
ら

の
前
と
も
な
る
と
、
よ
り
美
し

い
雅
楽
の
音
色
を
多
く
の
人
に

楽
し
ん
で
も
ら
お
う
と
、
夜
８

時
を
越
え
る
ま
で
練
習
す
る
こ

と
も
あ
る
そ
う
で
す
。

　

ま
た
、
大
学
に
雅
楽
部
が
あ

る
の
は
全
国
的
に
も
珍
し
く
、

県
内
外
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
行
事

で
演
奏
を
依
頼
さ
れ
た
り
、
神

社
で
の
奉
納
演
奏
や
、
中
学
校

や
高
校
で
の
授
業
の
一
環
と
し

て
の
演
奏
を
行
う
こ
と
も
あ

り
、「
思
い
が
け
な
い
所
で
演

奏
が
で
き
て
良
い
経
験
に
な
り

ま
す
」「
他
の
所
で
奉
仕
を
す
る

と
、
人
と
の
関
わ
り
が
で
き
て

い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
学
べ
ま

す
」
と
、
雅
楽
部
の
活
動
が
人

と
し
て
の
成
長
に
つ
な
が
っ
て

い
る
こ
と
が
伺
い
知
れ
ま
し
た
。

　

雅
楽
の
魅
力
を
尋
ね
る
と
、

「
当
時
と
同
じ
楽
器
を
使
い
、

同
じ
曲
を
演
奏
し
て
い
る
こ
と

を
感
慨
深
く
感
じ
ま
す
」「
本
番

で
う
ま
く
い
か
な
い
こ
と
が
あ

っ
て
難
し
い
と
感
じ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
が
、
う
ま
く
い
っ
た

　

約
１
５
０
０
年

前
、
ア
ジ
ア
大
陸
か

ら
伝
わ
っ
て
き
た
音

楽
と
舞
が
、
日
本
古

来
の
音
楽
や
舞
と
融

合
し
て
成
立
し
た
と

さ
れ
る
「
雅
楽
」。

管

楽

器（

笙
し
ょ
う

・

篳ひ
ち

篥り
き

・
龍

り
ゅ
う

笛て
き

な
ど
）・

打
楽
器（
釣つ

り

太だ
い

鼓こ

・

羯か
っ

鼓こ

・
鉦

し
ょ
う

鼓こ

）・
弦

楽
器（
楽が

く

箏そ
う

・
琵び

琶わ

）

に
よ
り
み
や
び
や
か

に
楽
曲
を
演
奏
す
る

雅
楽
は
「
世
界
最
古

の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
」

と
も
言
わ
れ
、
古
く

か
ら
宮
廷
や
寺
社
で
演
奏
さ
れ

大
切
に
受
け
継
が
れ
て
き
ま
し

た
。

　

皇
學
館
大
学
に
雅
楽
部
が
で

き
た
の
は
昭
和
37
年
。
そ
れ
か

ら
現
在
に
至
る
ま
で
、
多
く
の

学
生
が
伝
統
音
楽
を
学
び
巣
立

っ
て
い
き
ま
し
た
。
取
材
に
訪

れ
た
４
月
上
旬
に
は
20
人
の
部

員
が
在
籍
し
、
こ
れ
か
ら
新
入

学
生
を
迎
え
入
れ
て
新
た
な
ス

タ
ー
ト
を
切
ろ
う
と
し
て
い
る

と
き
に
は
達
成
感
を
感
じ
ま

す
」「
他
の
楽
器
と
み
や
び
や
か

な
合
奏
が
で
き
る
と
う
れ
し

い
」
と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
雅
楽
に
触
れ
た
こ

と
が
な
か
っ
た
人
に
、「
初
め

て
雅
楽
を
聴
い
た
け
れ
ど
、
と

て
も
良
か
っ
た
」
と
言
わ
れ
る

こ
と
も
あ
る
そ
う
で
、「
私
た

ち
の
演
奏
で
、
雅
楽
を
聴
い
た

こ
と
が
な
い
人
に
も
雅
楽
に
触

れ
て
も
ら
う
の
が
喜
び
で
す
」

と
言
い
ま
す
。

　

委
員
長
の
保ほ

尊そ
ん

さ
ん
に
こ
れ

か
ら
の
思
い
を
聞
く
と
、「
い

ろ
い
ろ
な
所
で
演
奏
す
る
機
会

が
あ
る
の
で
、
楽
し
く
演
奏
を

し
な
が
ら
も
、
恥
ず
か
し
く
な

い
演
奏
を
し
た
い
で
す
。
そ
の

た
め
に
も
練
習
を
重
ね
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
」
と
答
え
て

く
れ
ま
し
た
。

　

６
月
２
日
に
は
明
和
町
の

「
斎
王
ま
つ
り
」
で
演
奏
を
披

露
す
る
ほ
か
、
秋
に
は
恒
例
の

定
期
演
奏
会
を
開
催
す
る
予
定

で
す
。
皆
さ
ん
も
、
古
来
か
ら

伝
わ
る
伝
統
の
音
楽
に
触
れ
て

み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

「伝統の音色を届けたい」
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天
皇
陛
下
か
ら「
遷せ

ん

御ぎ
ょ

の
儀
」

の
日
程
の
御ご

治じ

定
じ
ょ
う（
お
定
め
）が

あ
り
、
内
宮
が
10
月
２
日
、
外

宮
が
10
月
５
日
と
決
ま
り
ま
し

た
。

　

４
月
４
日
、
桜
も
満
開
に
咲

き
誇
る
中
、
第
62
回
神
宮
式
年

遷
宮
御
白
石
奉
献
本
部
と
奉
献

団
連
合
会
に
よ
る
お
白
石
持
出

初
式
と
浜
参
宮
が
行
わ
れ
、
約

２
０
０
人
の
方
々
に
お
集
ま
り

い
た
だ
き
、
お
白
石
持
行
事
が

無
事
行
わ
れ
る
こ
と
を
祈
願
し

ま
し
た
。

　

奉
献
に
対
し
て
の
宣
言
を
さ

市長室
　から

せ
て
い
た
だ
く
中
、
平
成
17
年

の
山
口
祭
か
ら
こ
れ
ま
で
の
御

遷
宮
に
向
け
て
の
歩
み
や
、
伊

勢
市
の
ま
ち
づ
く
り
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
こ
と
が
頭
の
中
を
駆

け
巡
り
ま
し
た
。

　

お
白
石
持
行
事
は
猛
暑
の
中

で
行
わ
れ
ま
す
の
で
、
各
地
域

の
奉
献
団
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
健
康
に
は
十
分
に

ご
配
慮
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
ま
た
、
全
国
か
ら
７
万

人
を
超
え
る
特
別
神
領
民
に
お

越
し
い
た
だ
き
ま
す
。
特
別
神

領
民
の
皆
さ
ま
を
お
迎
え
す
る

た
め
に
、
多
く
の
方
に
お
世
話

を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り

ま
す
が
、
お
も
て
な
し
の
心
で

お
出
迎
え
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

御
遷
宮
に
向
け
て
観
光
Ｐ
Ｒ

　

今
回
の
御
遷
宮
に
向
け
て
、

２
月
に
は
札
幌
の
雪
ま
つ
り
に

大
雪
像
が
展
示
さ
れ
、
全
国
で

も
話
題
に
な
り
ま
し
た
。
民
間

企
業
の
試
算
値
で
は
、
各
メ
デ

ィ
ア
で
取
り
上
げ
ら
れ
た
こ
と

に
よ
る
広
告
宣
伝
効
果
は
５
億

円
以
上
と
の
報
告
を
聞
い
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
４
月
13
日
か
ら
５
月

９
日
ま
で
、
中
部
国
際
空
港
で

お
白
石
奉
曳
車
が
展
示
さ
れ
、

木
遣
り
唄
の
披
露
や
、
伊
勢
市

の
Ｐ
Ｒ
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。

　

今
年
４
月
か
ら
３
年
間
か
け

て
行
わ
れ
る
「
三
重
県
観
光
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
」
も
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。

　

県
は
も
ち
ろ
ん
、
鳥
羽
・
志

摩
・
度
会
地
域
の
皆
さ
ま
と
も

連
携
し
て
、
ポ
ス
ト
遷
宮
の
観

光
も
力
強
く
進
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

 

浜
参
宮
で
お
白
石
持
行
事
の

 

無
事
を
願
う

二
見
に
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
発
電

　

二
見
町
光
の
街
に
建
設
さ
れ

た
大
規
模
太
陽
光
発
電
所
「
伊

勢
二
見
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
光
の

街
」の
第
一
発
電
所
が
完
成
し
、

４
月
２
日
に
発
電
を
開
始
し
ま

し
た
。
こ
の
発
電
所
は
、
福
島

第
一
原
発
の
事
故
に
よ
り
、
日

本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
情
に
大
き

な
変
革
が
求
め
ら
れ
る
中
で
、

三
交
不
動
産
株
式
会
社
が
事
業

主
体
と
な
っ
て
設
置
さ
れ
た
も

の
で
す
。

　

９
月
に
予
定
さ
れ
て
い
る
第

二
発
電
所
を
加
え
る
と
、
約
１

７
０
０
世
帯
分
の
年
間
使
用
電

力
量
に
相
当
す
る
発
電
量
と
な

り
ま
す
。
災
害
時
や
停
電
時
の

た
め
の
移
動
可
能
な
蓄
電
池
の

設
置
や
、
環
境
教
育
施
設
の
併

設
な
ど
、
地
域
貢
献
に
も
ご
尽

力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
住
宅
や
事
業
所
に

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
を
設
置

す
る
際
の
補
助
事
業
を
行
っ
て

お
り
、
平
成
22
年
度
の
年
間
80

件
か
ら
、
平
成
25
年
度
は
４
２

０
件
ま
で
補
助
件
数
を
拡
大
し

ま
し
た
。
ま
た
、
県
と
の
連
携

に
よ
り
、
電
気
自
動
車
な
ど
を

活
用
す
る
「
お
か
げ
さ
ま
Ａア

クｃ

ｔシ

ョ

ン

ｉ
ｏ
ｎ
！
」
を
積
極
的
に
進

め
て
い
ま
す
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

地
産
地
消
も
が
ん
ば
り
ま
す
！

市
長
懇
談
会
を
開
催
し
ま
す

　

４
月
22
日
の
厚
生
小
学
校
区

を
皮
切
り
に
、
24
小
学
校
区
で

「
市
長
と
語
る
懇
談
会
」
を
開

催
し
ま
す
。（
日
時
・
場
所
は「
広

報
い
せ
」
４
月
15
日
号
で
お
知

ら
せ
し
ま
し
た
）

　

観
光
・
防
災
な
ど
、
平
成
25

年
度
の
主
な
取
り
組
み
に
つ
い

て
皆
さ
ん
と
意
見
交
換
を
行
い

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ

さ
い
。

お白石持出初式で宣言を述べる

開所式で発電量表示パネルに点灯
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　平成25年度当初予算が、３月市議会定例会で審議され決定
しました。
　今回は、市民の皆さんに関係が深い一般会計を中心に、平
成25年度当初予算のあらましについてお知らせします。 　平成25年度の一般会計予算では、「笑子・幸

齢化のまち」を目指して策定した「伊勢市やさし

さプラン」に掲げた事業に重きを置いた編成をし

ており、中でも「観光・防災・教育」を最重点に

取り組むこととしています。

　間近に迫った神宮式年遷宮に向けてのインフラ

整備や、多くの観光客を迎え入れる「おもてなし」

の体制整備を進めるとともに、東海・東南海・南

海地震に対する備えをはじめ、台風・集中豪雨に

よる風水害に対しても備えていきます。東日本大

震災を教訓に、施設の安全対策や災害時の応急

対策に関し、市民の安全確保を最優先する防災

対策に万全を期することとします。さらに、子ど

もたちの確かな学力の向上、豊かな心と健やかな

体の育成を目指し、教育環境の充実を図ります。

　また、平成 24年度の国の補正予算（第１号）
成立に伴い、伊勢市でも平成 24年度補正予算
を編成しました。平成25年度は、平成25年度
当初予算と平成24年度補正予算により事業を行
います。

　特別会計・公営企業会計予算については、それ

ぞれの設置目的に従って予算を編成しています。

区　　　分 予算額 前年度比

一般会計（ア）
億
484

万
2,186

千円 
2 ＋   8.2%

特
別
会
計

国民健康保険 142 2,706 9 ＋   2.6％

後期高齢者医療 25 6,635 3 ＋   0.9％

介護保険 118 6,304 4 ＋  5.5％

住宅新築資金等貸付事業 810 8 － 29.6％

農業集落排水事業 1 6,334 0 ＋108.4％

観光交通対策 5 3,730 1 ＋ 23.8％

土地取得 2 121 2 －  0.2％

小計（イ） 295 6,642 7 ＋  4.1％

企
業
会
計

病院事業 63 8,658 4 ＋   7.4％

水道事業 46 7,883 3 ＋  5.5％

下水道事業 69 3,877 1 ＋  8.5％

認知症対応型共同生活介護事業 4,140 3 －  1.8％

小計（ウ） 180 4,559 1 ＋  7.3％

合計（ア）＋（イ）＋（ウ） 960 3,388 0 ＋  6.8％

平成25年度会計別予算規模

「観光・防災・教育」を
最重点とした予算

公債費（借入金の返済）
＋2.5 億円（＋4.8%）

消防費（消防、救急、防災など）
－0.9 億円（－3.0%）
防災行政無線整備（平成 25 年度事
業完了予定）の減、津波避難タワー
整備の増など

農林水産・観光費等（農林水産、観光、
商工など）
＋22.1億円（＋201.3%）
国営宮川用水二期事業への負担金、
ご遷宮に向けた観光対策の重点化な
どによる増

衛生費（保健衛生、環境、ごみ・
し尿処理など）
＋3.1億円（＋7.4%）
病院事業への繰出金、伊勢広域
環境組合負担金の増など

総務費等（議会運営、市全般の管理
事務など）
＋2.5 億円（＋5.4％）
選挙経費、自治会コミュニティ放送
設備整備補助などによる増

投資的経費（道路、公園、学校
などの建設事業に要する経費）
＋25.0 億円（+50.5%）
国営宮川用水二期事業負担
金、倉田山公園整備、避難所
等整備、宇治山田駅周辺の
駐輪場整備などによる増

公債費（借入金の返済に要す
る経費）
＋2.5 億円（＋4.8%）

扶助費（児童、高齢者、障が
い者などの福祉サービスに要
する経費）
＋2.7億円（＋3.0%）
障害者介護給付費などによる
増

繰出金（各種会計相互間
において支出される経費）
＋6.3 億円（＋9.9%）
下水道事業、病院事業へ
の繰出金の増

補助費（各種団体に対す
る補助金や一部事務組
合に対する負担金などの
経費）
＋3.3 億円（＋11.5%）
伊勢の伝統民俗行事「お
白石持行事」の運営など
にかかる負担金などによ
る増

物件費（消耗品、備品、
委託料などの物品調達に
かかる経費）
＋0.9 億円（＋1.3%）
ITセキュリティ対策、選
挙にかかる経費などによ
る増

義務的経費  47.5%
＋2.2億円（＋1.0%）

人件費（一般職員 956 人、
市長、副市長、議員、各種委
員にかかる経費）
－3.0 億円（－3.5%）
退職手当、職員数削減などに
よる減

出資金、予備費など

行政経営課（☎㉑5529）

維持補修費 3.5 億円

繰出金 69.9億円繰出金 69.9億円繰出金 69.9億円

補助費 32.2億円補助費 32.2億円補助費 32.2億円

物件費 71.3億円物件費 71.3億円物件費 71.3億円

公債費 55.0億円公債費 55.0億円公債費 55.0億円

扶助費 92.1億円扶助費 92.1億円扶助費 92.1億円

人件費 82.7億円人件費 82.7億円人件費 82.7億円

投資的経費 74.5億円投資的経費 74.5億円投資的経費 74.5億円

歳出総額
484.2 億円

平成25年度 当初予算

その他経費 3.0 億円

総額960億3,388万円

性質別
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伊勢市の予算（一般会計）を「家計」に例えると
一般会計予算484.2億円を、年間収支484.2万円の家計に置き換えてみると

教育費（小・中学校、幼
稚園、社会教育など）
＋1.1億円（＋3.1%）
小・中学校の空調整備、
教材整備などによる増

土木費（道路、河川、
都市計画など）
＋3.4 億円（＋5.7%）
倉田山公園整備、下水
道事業への繰出金、八
日市場高向線整備など
による増

民生費（高齢者・児童・
障がい者福祉など）
＋3.0 億円（＋1.9%）
障害者介護給付費、民
間保育所への運営費な
どによる増

依存財源  57.0％

自主財源  43.0％

地方譲与税、地方消費税
交付金など
±0 億円（±0%）

市債（国や金融機関からの
借入金）
＋26.5 億円（＋57.4%）
国営宮川用水二期事業負
担金にかかる市債の増など

国・県支出金（特定の事業
に対し、使い道を限定した
国・県からの交付金）
＋1.7億円（＋2.0%）

地方交付税（地方財政の運
営を保障するための国から
の交付金）
－1.4 億円（－1.4%）

使用料、手数料、負担金、財
産収入、繰入金、寄附金など
＋8.0 億円（＋20.4%）
財政調整基金繰入金の増

市税
＋2.1億円（＋1.3%）
税制改正の影響による市たば
こ税の増（＋28.2％）

公債費 55.0億円公債費 55.0億円公債費 55.0億円

教育費 37.8億円教育費 37.8億円教育費 37.8億円
消防費 28.4億円消防費 28.4億円消防費 28.4億円

土木費 62.4億円土木費 62.4億円土木費 62.4億円

民生費 164.0億円民生費 164.0億円民生費 164.0億円

衛生費 44.7億円衛生費 44.7億円衛生費 44.7億円

農林水産・観光費等
43.9億円

農林水産・観光費等
43.9億円

農林水産・観光費等
43.9億円

総務費等 48.0億円総務費等 48.0億円総務費等 48.0億円

収　入 支　出

給料 364.7 万円

基本給 161.1万円
（市税）

諸手当 116.4 万円
（地方交付税、各種交付金）

ボーナス 87.2 万円
（国・県支出金）

パート収入 19.1万円
（手数料、使用料などの自主財源）

貯金の取り崩し 27.3 万円
（繰入金）

銀行からの借り入れ 72.6 万円
（市債）

前年から繰り越し 0.5 万円
（繰越金）

計 484.2 万円

貯金の残高（基金残高） 181.3 万円 銀行ローンの残高（市債残高） 525.0 万円

家族への仕送り 102.1万円
（補助費、繰出金）

家の増改築、車の買い替えなど 74.5 万円
（投資的経費）

貯金 0.2 万円
（積立金）

その他雑費 2.8 万円
（出資金、貸付金、予備費）

計 484.2 万円

電化製品などの修理 3.5 万円
（維持補修費）

公共料金や生活用品の購入 71.3 万円
（物件費）

銀行ローンの返済 55.0 万円
（公債費）

医療費 92.1万円
（扶助費）

食費 82.7 万円
（人件費）

（平成 25 年度末見込み）

各種交付金 18.8億円各種交付金 18.8億円各種交付金 18.8億円

市債 72.6億円市債 72.6億円市債 72.6億円

その他 46.9億円その他 46.9億円その他 46.9億円

市税 161.1億円市税 161.1億円市税 161.1億円

国・県支出金
87.2億円
国・県支出金
87.2億円
国・県支出金
87.2億円

地方交付税
97.6億円
地方交付税
97.6億円
地方交付税
97.6億円

歳入総額
484.2 億円

平成25年度予算特集

国や県からの交付
金や借入金（　　　　　　　　）

（　　　　　　　　）市が自主的に収入
できる財源

（平成 25 年度末見込み）

平成 25 年度  歳入・歳出の内訳
歳出総額
484.2 億円目的別
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平成25年度に行う取り組みの一部を紹介します。（金額は平成25年度の予算額です） 　

伊勢市は、
こんなことに取り組みます

災害への備え
　地震・台風・集中豪雨などの災害時に発生し得る被害をできるだけ最小化（減災）することが重要です。

　伊勢市では、風水害に加えて南海トラフ地震の発生が想定されており、大きな揺れに対する備えに加え、津

波による被災も想定し、引き続き防災対策に取り組みます。

◆倉田山公園の防災公園としての整備
　消防本部庁舎の新設と一体となって、倉田山公園の防災
公園としての整備を、昨年度に引き続き実施します。

◇倉田山公園整備　4億8,860万円

　平常時は憩いやスポーツ・レクリエーションの場となり、
また災害時には物資などの受け入れや、自衛隊・警察な
どの防災関係機関の応援が円滑に受けられる拠点施設と
なるよう、倉田山公園を整備します。

◆避難所などの整備　3億2,090万円

　津波からの避難困難地の解消
を図るため、津波避難タワーの
整備に着手します。また、観光
客の避難対策として、観光客向
けの避難誘導看板を設置します。

◆小・中学校施設の防災対策　　　
　　　　　　　　　　　　   1,859万円
　近年の大規模地震では、非構造部材などの被害も多
く発生していることから、避難所にも指定されている学
校体育館の天井材の落下防止対策を行い、学校におけ
る子どもたちの安全性の確保を図ります。

◆地域防災力の向上支援　 877万円
　災害時の被害を軽減するた
め、防災講習会の実施および自
主防災リーダーの育成などを進
め、防災意識の向上や自主防災
隊の育成強化などを図ります。

平成27年度移
転完了を

目指す

防災講習会を

年100回以上

開催

◆不妊・不育治療費の助成
　　　  　　　　　　　　　　 1,101万円

　平成24年度までは医師が必要と認めた不妊
治療に対する助成を行ってきましたが、今年度
からは不育治療も対象とします。
　助成金額は医療費の２分の１で、１年度につ
き１回・年間10万円を限度に通算５回まで助成
します。

◆倉田山公園野球場の改修　10億5,899万円

　スタンドの改修、グラウン
ドの人工芝化、スコアボード
の新設など、倉田山公園野
球場の整備を進めます。

タ ド 改修 グ ウ

平成26年3月に
リニューアル予定

平成
25年度

◇消防本部庁舎の移転・建て替え　2億211万円
　老朽化して手狭な状況にある消防本部庁舎について、
大規模災害などあらゆる災害時の拠点となる消防本部機
能を充実させ、防災機能を強化するため、津波浸水被害
も考慮に入れ、高台にある倉田山公園に移転し建て替え
ます。

常時時 憩 ポ

平成27年度完成を目指し、
整備工事に着手

0万円,090万

平成25年度に津波避難タ
ワー

などの調査・測量設計を実
施（５カ所予定）

完成イメージ図
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ご遷宮に向けての対策
　10月に執り行われる神宮式年遷宮に向けて、観
光情報の発信や、観光客をおもてなしするために必

要な体制整備を進めます。

◆観光情報の充実　3,688万円
　観光案内所などに電子看板を設置し、観光客が散策
や回遊などをしやすいよう環境整備を行うほか、旅館な
どの施設情報の多言語化に対して助成を行い、外国人観
光客へのおもてなしについても充実を図ります。

◆周遊観光の促進　 2,582万円

　観光周遊バス「Ｃ
キャン

ＡＮば
す」のルートを増やし、観
光客の市内周遊の利便性
を図ります。

◆お白石持行事への対応 1億8,527万円
　御遷宮対策委員会の
運営を支援するほか、お
白石持行事の期間は神宮
周辺の駐車場が利用でき
なくなることから、臨時
駐車場の確保を図り、観
光客の受け入れ体制を強
化します。

◆教育相談の充実　2,219万円
　教職員経験者や臨床心理士が、児童・生徒の教育、
不登校などの問題に関する相談に対応し、問題の早期
解消を支援します。また、学校経営に対する助言を行う
ほか、きめ細かな生徒指導体制の充実・強化を図り、各
学校の教育力を高めます。

◆通学路の整備
　　　　　        5,422万円

　通学路の緊急合同点検での
要対策箇所をはじめ、通学路
の安全対策を重点的に行い、
子どもたちの安全・安心な歩行
空間を整備します。

◆宇治山田駅周辺の
　駐輪場整備　9,618万円

　宇治山田駅周辺の放置自転車対
策として、駐輪場の整備を行い、道
路交通の安全確保、美観の確保、
自転車利用者の利便性向上を図りま
す。

平成25年度中に
完成予定

◆ふるさと未来づくり
　の推進 　 6,571万円

　新たな地域自治の仕組みとして「ふ
るさと未来づくり」の取り組みを確立
し、それぞれの地域で絆・つながりを
深め、安全・安心で、愛着と誇りを持
てる地域づくりを推進します。

そ
の
他
の
重
点
課
題

平成25年度は
５路線を整備予定

平成25年度予算特集

　いじめ・不登校の早期発見・早期対応・未然防止のた
めに、「子どもの人間関係づくり」の研究を行います。また、
全小・中学校で教育心理検査を行い、安心して過ごせる
学級集団づくりのための取り組みを行います。

◆学ぶ意欲の向上　4,643万円

　児童・生徒の学力を向上させるため、全小・中学校で
学力検査を行い、きめ細かな指導に活用します。また、
新学習指導要領に対応した学力向上のための実践研究
を行います。

◆確かな学力の向上　1,127万円

平成27年度までに
全市で制度稼動を目指す

キャン

２ルート（外宮～夫婦岩、内宮～

スカイライン）を新設

ドリームプロジェクト（教育）
　「夢と意欲を持ち未来を切り拓く人づくり」「確かな

学力の向上、豊かな心・健やかな体の育成」を目標

に、学校教育の充実を図ります。
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市
で
は
、
災
害
時
に
自
力
で

の
避
難
が
困
難
な
人
の
た
め
に

地
域
の
支
援
の
枠
組
み
を
決
め

る
「
伊
勢
市
災
害
時
要
援
護
者

避
難
支
援
プ
ラ
ン
全
体
計
画
」

を
２
月
に
策
定
し
ま
し
た
。

　

こ
の
計
画
で
は
、
市
や
支
援

団
体
の
役
割
、
登
録
制
度
の
内

容
、災
害
発
生
時
の
情
報
伝
達
・

避
難
誘
導
、
指
定
避
難
所
・
要

援
護
者
避
難
所
に
お
け
る
支

援
、
避
難
訓
練
の
実
施
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
支
援
体
制
の
方
向

性
を
定
め
、
地
域
の
特
性
や
実

情
に
応
じ
た
体
制
づ
く
り
を
進

め
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
に
伴
い
、
災
害
時

要
援
護
者
登
録
制
度
を
見
直

し
、
４
月
か
ら
新
た
な
制
度
に

よ
る
運
用
を
始
め
ま
し
た
。

　

新
た
に
運
用
を
始
め
た
制
度

は
、
災
害
時
に
避
難
行
動
を
す

る
際
に
何
ら
か
の
支
援
を
要
す

る
人（
災
害
時
要
援
護
者
）に
あ

ら
か
じ
め
登
録
を
し
て
い
た
だ

き
、
申
請
に
基
づ
き
市
が
台
帳

を
作
成
し
た
上
で
、
自
治
会
、

自
主
防
災
組
織
、
民
生
委
員
・

児
童
委
員
、
消
防
団
、
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
な
ど
に
台
帳

を
お
渡
し
し
、
地
域
の
皆
さ
ん

の
支
え
合
い
に
よ
り
災
害
な
ど

新
た
な
災
害
時
要
援
護
者

登
録
制
度
の
考
え
方

に
備
え
る
制
度
で
す
。

　

こ
の
制
度
で
は
、
災
害
時
要

援
護
者
の
皆
さ
ん
が
「
誰
と
」

「
ど
の
よ
う
に
」「
ど
こ
に
」
避

難
を
す
る
の
か
、
ま
た
避
難
の

際
や
避
難
所
で
は
「
ど
の
よ
う

な
こ
と
に
気
を
付
け
る
の
か
」

と
い
っ
た
、
一
人
一
人
の
「
個

別
支
援
プ
ラ
ン（
個
人
の
避
難

計
画
）
」
を
地
域
の
皆
さ
ん
と

一
緒
に
作
り
上
げ
て
い
く
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

対
象　

自
分
自
身
や
家
族
の
支

援
だ
け
で
は
避
難
す
る
こ
と
が

困
難
な
、
在
宅
生
活
を
し
て
い

る
人
で
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
人

①
65
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
高

齢
者

②
75
歳
以
上
の
高
齢
者
の
み
で

構
成
さ
れ
る
世
帯
の
人

③
要
介
護
３
以
上
の
認
定
を
受

け
て
い
る
人

④
身
体
障
害
者
手
帳（
肢
体
・

内
部
障
が
い
１
〜
２
級
、視
覚
・

聴
覚
障
が
い
１
〜
３
級
）
を
持

っ
て
い
る
人

⑤
療
育
手
帳（
Ａ
１
・
Ａ
２
）を

持
っ
て
い
る
人

⑥
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

（
１
級
）を
持
っ
て
い
る
人

⑦
難
病
患
者
で
特
定
疾
患
医
療

受
給
者
の
う
ち
、
重
症
患
者
認

定
を
受
け
て
い
る
人

⑧
こ
れ
ら
に
準
じ
る
状
態
で
、

自
ら
要
援
護
者
で
あ
る
こ
と
を

申
し
出
た
人

※
改
正
前
の
制
度
か
ら
、
対
象

者
が
変
更
と
な
り
ま
し
た
。

※
改
正
前
の
制
度
で
登
録
を
し

て
い
た
人
も
、
あ
ら
た
め
て
新

制
度
で
の
申
請
が
必
要
と
な
り

ま
す
の
で
、
お
手
数
で
す
が
申

請
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

申
請
書
提
出
先　

長
寿
課
、
障

が
い
福
祉
課
、
介
護
保
険
課
、

こ
ど
も
課
、
各
総
合
支
所
生
活

福
祉
課
、
各
支
所

※
①
②
の
人
に
つ
い
て
は
、
５

〜
７
月
に
民
生
委
員
・
児
童
委

員
が
自
宅
を
訪
問
し
、
申
請
書

を
提
出
す
る
か
ど
う
か
を
確
認

し
ま
す
。
そ
れ
以
降
は
、
申
請

書
提
出
先
で
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。

※
①
②
以
外
の
人
に
つ
い
て
は
、

申
請
書
提
出
先
で
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。

※
台
帳
に
は
、
緊
急
時
に
連
絡

す
る
家
族
や
避
難
支
援
者
の
個

人
情
報
が
記
載
さ
れ
ま
す
。
申

請
す
る
際
に
は
、
自
治
会
な
ど

へ
情
報
提
供
さ
れ
る
こ
と
に
つ

い
て
理
解
を
得
て
く
だ
さ
い
。

※
改
正
前
の
制
度
で
は
、
申
請

書
１
枚
で
２
人
ま
で
登
録
で
き

ま
し
た
が
、
新
制
度
で
は
１
枚

で
１
人
の
登
録
と
な
り
ま
す
。

長
寿
課
（
☎
㉑
５
５
５
９
）、
障
が
い
福
祉
課
（
☎
㉑
５
５
５
８ 

FAX
㉑
５
５
５
５
）

介
護
保
険
課
（
☎
㉑
５
５
６
０
）、
こ
ど
も
課
（
☎
㉑
５
５
７
９
）

４
月
か
ら
運
用
開
始

災
害
時
要
援
護
者

登
録
制
度
を
見
直
し
ま
し
た

　

災
害
時
要
援
護
者

　

登
録
制
度

※
計
画
書
は
、
長
寿
課
お
よ
び

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い

た
だ
け
ま
す
。
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し
、
伝
統
や
個
性
を
大
事
に
し

な
が
ら
奉
曳
の
計
画
を
練
り
上

げ
て
い
く
こ
と
で
、
奉
献
の
遂

行
に
加
え
て
、
お
祭
り
と
し
て

の
町
の
盛
り
上
が
り
や
楽
し
さ

が
演
出
さ
れ
て
い
き
ま
す
。

　

何
年
も
前
か
ら
準
備
を
重

ね
、
運
営
に
当
た
る
皆
さ
ん
の

ご
苦
労
は
計
り
知
れ
ま
せ
ん

が
、
20
年
に
一
度
の
こ
の
行
事

は
、
み
ん
な
の
「
晴
れ
舞
台
」

で
も
あ
り
ま
す
。
伊
勢
独
特
の

奉
曳
車
に
お
祭
り
の
風
情
を
載

せ
て
「
ぶ
お
〜
ん
」
と
お
な
か

に
響
く
「
わ
ん
鳴
り
」
や
、
五

十
鈴
川
の
中
を
水
し
ぶ
き
を
上

げ
な
が
ら
進
む
「
川
曳
」、
こ

の
時
と
ば
か
り
に
活
気
づ
く
青

年
た
ち
の
「
木
遣
り
唄
」、
女

性
や
子
ど
も
の
「
踊
り
連
」
な

ど
、見
せ
場
も
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

練
習
を
重
ね
、
世
代
を
超
え
て

伝
え
な
が
ら
一
緒
に
作
り
上
げ

て
い
く
、
地
元
な
ら
で
は
の
楽

し
み
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　

そ
う
し
て
、
地
域
ご
と
に
や

り
遂
げ
る
こ
と
で
、
現
代
社
会

の
根
深
い
悩
み
で
も
あ
る
、
希

薄
に
な
っ
た
ご
近
所
と
の
つ
な

が
り
が
生
ま
れ
、
地
域
づ
く
り

 連載　ご遷宮とお白
しら

石
いし

持
もち

行事

地域が一丸となる
「お白石持行事」

　

今
夏
、
伊
勢
市
を
挙
げ
て
執

り
行
う
民
俗
行
事
「
お
白
石
持

行
事
」。
古
く
か
ら
の
歴
史
を

持
つ
地
域
も
あ
れ
ば
、
新
し
く

で
き
た
地
域
も
あ
り
、
今
回
の

御
遷
宮
の
お
白
石
持
行
事
で
は

77
団
の
奉
献
団
が
結
成
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
が
団
員
を
募
り
、

資
金
を
出
し
合
い
、
自
主
運
営

と
い
う
形
で
内
宮
・
外
宮
に
奉

献
し
ま
す
。

　

お
木
曳
行
事
の
場
合
は
「
奉

曳
団
」、
お
白
石
持
行
事
で
は

「
奉
献
団
」
と
言
わ
れ
る
、
地

域
ご
と
の
集
ま
り
で
運
営
さ
れ

ま
す
。
市
町
村
合
併
後
は
、
こ

れ
ま
で
な
か
っ
た
地
域
に
も
団

が
新
設
さ
れ
ま
し
た
。

　

い
つ
の
時
代
も
そ
う
し
て
、

伝
統
を
つ
な
ぎ
な
が
ら
も
、
時

勢
に
合
わ
せ
る
よ
う
に
実
施
さ

れ
て
き
た
の
で
す
。

　

地
域
に
よ
っ
て
、
歴
史
や
体

制
に
違
い
は
あ
り
ま
す
が
、
そ

れ
ぞ
れ
の
奉
献
団
が
工
夫
を

第２回

　
　

伊
勢
市
全
域
が

　
　

参
加
す
る
民
俗
行
事

御遷宮対策事務局（☎㉕5215）

や
防
災
な
ど
に
も
良
い
効
果
を

も
た
ら
し
て
く
れ
る
の
で
す
。

伝
統
行
事
を
守
る
と
い
う
だ
け

で
な
く
、
町
中
を
活
気
づ
け
、

一
つ
の
目
標
で
地
域
を
つ
な
げ

て
く
れ
る
と
い
う
の
も
民
俗
行

事
の
利
点
で
す
。
神
宮
の
あ
る

ま
ち
「
伊
勢
」
な
ら
で
は
の
良

さ
と
い
え
ま
す
。

　

お
白
石
持
行
事
の
場
合
は
、

奉
曳
だ
け
で
な
く
、
神
域
内
へ

と
進
み
、
一
人
一
つ
ず
つ
の
お

白
石
を
白
布
に
包
ん
で
手
に
持

ち
、
新
し
い
御み

敷し
き

地ち

へ
と
奉
献

す
る
の
が
大
切
な
と
こ
ろ
で

す
。
御み

垣か
き

内う
ち

に
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
団
の
公
認
の
法
被
ま
た
は
た

す
き
を
身
に
着
け
た
奉
献
団
員

や
、
特
別
神
領
民
と
し
て
参
加

す
る
人
な
ど
、
限
ら
れ
た
人
し

か
入
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

誰
も
が
参
加
で
き
る
祭
り
と

は
異
な
り
、
特
別
な
行
事
で
あ

る
こ
と
も
、
市
民
に
と
っ
て
は

大
き
な
意
義
で
す
。
他
地
域
の

よ
う
に
「
観み

せ
る
祭
り
」
と
し

 

誰
も
が
入
れ
な
い
か
ら
こ
そ

 

の
意
義

て
観
光
集
客
す
る
よ
う
な
体
制

で
は
な
い
の
も
、
御
遷
宮
と
い

う
大
き
な
取
り
組
み
の
一
部
と

し
て
真
摯
に
受
け
止
め
、
ご
奉

仕
の
心
が
根
幹
に
あ
る
と
い
う

こ
と
で
、
先
人
が
一
線
を
守
っ

て
き
た
と
こ
ろ
も
あ
っ
た
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

そ
の
よ
う
な
、
伊
勢
だ
か
ら

こ
そ
の
貴
重
な
民
俗
行
事
を
、

ま
た
次
の
世
代
に
つ
な
げ
て
も

ら
え
る
よ
う
に
、
で
き
る
限
り

子
ど
も
た
ち
や
若
者
の
参
加
を

促
し
、
楽
し
い
思
い
出
に
し
た

い
も
の
で
す
。

　４月４日、御白

石奉献本部と各奉

献団の団長らが二

見興玉神社へ浜参

宮し、お白石持行

事の無事を祈りま

した。

浜参宮でお白石持行事の無事を祈る
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内宮奉献日　7月26日㈮～8月11日㈰
■浦田橋下流出発、◉浦田出発、●古市出発　　①～⑩は奉献順

23

特別神領民の奉曳日と出発時間
・・７月27日～29日・８月２日・３日・５日・９日～12日、①8:00～・②8:30～（月曜日は②9:30～）
・・８月４日、①13:00～・②13:30～・③14:30～

　今年10月に執り行われる神宮式年遷宮を前
に、御正殿の御

み

垣
かき

内
うち

に敷かれるお白石を奉献す
る「お白石持行事」が、いよいよ今夏、伊勢の
民俗行事として町を挙げて行われます。
　各奉献団の奉曳コースと出発時間が決まりま
したのでお知らせします。

いよいよ
　　今夏

実施！
　　今今
伊勢の伝統民俗行事
お白石持行事

御遷宮対策事務局（☎㉕5215）

内宮

コースと出発時間

7月26日㈮　＜進修・有緝・二見＞
■①宇治8:00～　②二軒茶屋9:00～　③松下9:30～
　④江清渚連10:30～　⑤二見浦茶屋清渚連12:00～　⑥三津12:30～
　⑦山田原13:00～　⑧溝口13:30～　⑨光の街14:00～
7月27日㈯　＜四郷・修道＞
■①中村町8:30～　②楠部町9:00～　③一宇田町9:30～
　④朝熊町10:30～　⑤鹿海町12:00～　⑥桜木町12:30～
　⑦桜が丘13:00～　⑧中之町13:30～　⑨五十鈴ヶ丘14:00～
　⑩伊勢古市久世戸14:30～
7月28日㈰　＜有緝・神社＞
◉①竹ヶ鼻町8:40～　②小木町箕曲団9:10～　③神社港辰組9:40～
　④馬瀬町10:10～　⑤下野町10:40～
●⑥船江神習組9:10～　⑦河崎六ヶ町10:30～
　⑧河崎南側11:50～　⑨河崎町旭通12:20～　⑩神久社12:50～
8月2日㈮　＜宮沼・中島＞
◉①京町親友会8:40～　②小川町勢勇団9:10～　③宮沼連合9:40～
●④西口町瑞穂連8:10～　⑤宮川町8:40～　⑥二俣町9:10～
　⑦徳川山10:30～　⑧中島豊流団11:50～　⑨出雲町誠義会12:20～
　⑩栗友会辻久留12:50～
8月3日㈯　＜城田・豊浜・小俣・御薗＞
◉①慶光院8:40～　②川端町天漁人9:10～
●③小俣町8:00～　④新開梅栄団8:30～　⑤王中島護王団9:00～
　⑥下長屋10:30～　⑦上長屋11:50～　⑧高向12:20～
8月9日㈮　＜北浜・大湊・修道・宮山・明倫＞
◉①前山町養命団8:40～　②豊栄会9:10～　③北浜連合9:40～　
　④大湊10:10～
●⑤倭町8:40～　⑥岡本町9:10～　⑦吹上町10:30～
　⑧尾上町永昌社11:50～　⑨宮崎12:20～　⑩岩渕町12:50～
8月10日㈯　＜二見・厚生＞
◉①荘8:40～　②二見町西9:10～　③今一色9:40～
　④一志町10:10～　⑤八日市場篤友会10:40～
●⑥本町9:10～　⑦曽祢町10:30～　⑧大世古町11:50～
　⑨宮後12:20～　⑩一之木町須原13:10～
8月11日㈰　＜浜郷・早修＞
◉①宮町8:40～　②常磐西世古9:10～　③常磐表町9:40～
　④田尻町10:10～
●⑤常磐第一8:40～　⑥浦口町9:10～　⑦常磐仲町10:30～
　⑧黒瀬町橘栄社11:50～　⑨通町12:20～　⑩一色町12:50～

　各奉献団や特別神領民の奉曳に伴い、奉曳コース
の周辺道路で交通規制が実施されます。ご迷惑をお
掛けしますが、ご理解・ご協力をお願いします。

※出発時間は、当日の進行状況により
　変わることもありますので、ご了承ください。
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出発地点

伊勢筋向橋郵便局

伊勢郵便局

出発地点出発地点出発地点

外宮奉献日　8月17日㈯～9月1日㈰　■小田橋出発、●浦口出発　　①～⑩は奉献順

　

お
白
石
持
行
事
で
は
、
全
国

か
ら
７
万
人
を
超
え
る
特
別
神

領
民
を
お
迎
え
し
ま
す
。

　

特
別
神
領
民
の
皆
さ
ま
に
無

事
に
奉
献
し
て
い
た
だ
く
た
め

に
、
お
も
て
な
し
や
奉
曳
サ
ポ

ー
ト
を
し
て
い
た
だ
く
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

実
施
期
間

・・
内
宮
…
７
月
27
日
〜
８
月
12

日
の
金
〜
月
曜
日（
計
11
日
）

・・
外
宮
…
８
月
18
日
〜
９
月
１

日
の
金
〜
月
曜
日（
計
９
日
）

活
動
内
容　

接
遇（
参
加
者
へ

の
給
水
・
も
て
な
し
）、木
遣
り
、

奉
曳
サ
ポ
ー
ト（
奉
曳
補
助
・

警
備
）、奉
曳
サ
ポ
ー
ト（
救
護
・

介
助
な
ど
）

第
一
次
申
込
締
切
日　

５
月
30

日
㈭

※
詳
し
く
は
、
お
白
石
持
行
事

の

ホ

ー

ム

ペ

ー

ジ（http://

isesengu.jp

）を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
説
明
会

と
き　

５
月
15
日
㈬
、
午
後
７

時
〜

と
こ
ろ　

伊
勢
商
工
会
議
所

  
特
別
神
領
民
受
入

  
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
中
！

外宮

お白石持行事　各奉献団の　

8月17日㈯  ＜四郷・修道＞
■①中村町8:30～　②楠部町9:00～　③一宇田町9:30～　④朝熊町10:00～　⑤鹿海町12:00～　⑥桜木町12:30～
　⑦桜が丘13:00～　⑧中之町13:30～　⑨五十鈴ヶ丘14:00～　⑩伊勢古市久世戸14:30～
8月18日㈰  ＜進修・有緝・二見＞
■①宇治8:00～　②二軒茶屋9:00～　③溝口9:30～　④山田原10:00～　⑤三津12:00～　⑥二見浦茶屋清渚連12:30～
　⑦江清渚連13:00～　⑧松下13:30～　⑨光の街14:00～
8月23日㈮  ＜有緝・神社＞
●①竹ヶ鼻町8:40～　②馬瀬町9:10～　③神社港辰組9:40～　④小木町箕曲団10:10～　⑤下野町10:40～
　⑥河崎六ヶ町12:00～　⑦河崎町旭通12:30～　⑧河崎南側13:00～　⑨神久社13:30～　⑩船江神習組14:10～
8月24日㈯  ＜城田・小俣・御薗＞
●①川端町天漁人8:40～　②小俣町9:10～　③新開梅栄団9:40～　④王中島護王団10:10～　⑤下長屋10:40～
　⑥上長屋12:00～　　⑦高向12:30～
8月25日㈰  ＜早修・有緝・二見＞
●①出雲町誠義会8:40～　②徳川山9:10～　③西口町瑞穂連9:40～　④中島豊流団10:10～　⑤栗友会辻久留10:40～
　⑥二俣町12:00～　　⑦宮川町12:30～　⑧宮沼連合13:00～　⑨京町親友会13:30～　⑩小川町勢勇団14:00～
8月30日㈮  ＜浜郷・早修＞
●①一色町8:40～　②通町9:10～　③田尻町9:40～　④黒瀬町橘栄社10:10～　⑤常磐第一10:40～　⑥常磐表町12:00～　　
　⑦浦口町12:30～　⑧宮町13:00～　⑨常磐仲町13:30～　⑩常磐西世古14:00～
8月31日㈯  ＜二見・厚生＞
●①荘8:40～　②今一色9:10～　③二見町西9:40～　④一志町10:10～　⑤八日市場篤友会10:40～　⑥本町12:00～
　⑦曽祢町12:30～　⑧大世古町13:00～　⑨宮後13:30～　⑩一之木町須原14:20～
9月  1日㈰  ＜北浜・大湊・修道・宮山・明倫＞
●①前山町養命団8:40～　②豊栄会9:10～　③北浜連合9:40～　④大湊10:10～　⑤倭町10:40～　⑥吹上町12:00～
　⑦宮崎12:30～　⑧岡本町13:00～　⑨尾上町永昌社13:30～　⑩岩渕町14:00～

特別神領民の奉曳日と出発時間
8月18日・19日・23日～26日・30日・31日・9月1日、①8:00～・②8:30～（月曜日は②9:30～）
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ま
ち
づ
く
り
市
民
会
議
と
は
、

市
民
の
参
画
と
協
働
に
よ
る
ま

ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、

委
員
の
自
主
的
な
運
営
に
よ

り
、
市
民
の
視
点
で
市
が
抱
え

る
課
題
を
洗
い
出
し
、
課
題
解

決
に
向
け
た
調
査
・
研
究
を
委

員
間
で
行
い
、
さ
ま
ざ
ま
な
意

見
や
具
体
的
な
取
り
組
み
な
ど

を
提
案
し
て
い
た
だ
く
会
議
で

す
。

　

ま
ち
づ
く
り
市
民
会
議
の
委

員
は
、
公
募
に
よ
り
選
出
さ
れ

た
人
た
ち
で
構
成
さ
れ
ま
す
。

　

次
の
と
お
り
委
員
を
募
集
し

ま
す
。

応
募
資
格　

市
内
に
在
住
ま
た

は
通
勤
・
通
学
し
て
い
る
20
歳

以
上
の
人（
平
成
25
年
４
月
１

日
現
在
）
で
、
市
職
員
・
市
議

会
議
員
で
な
い
人

任
期　

委
嘱
日
か
ら
１
年
間

定
員　

50
人
以
内

申
し
込
み　

５
月
17
日
㈮（
当

日
消
印
有
効
）
ま
で
に
、
応
募

用
紙
を
、
直
接
ま
た
は
郵
送
・

フ
ァ
ク
ス
・
Ｅ
メ
ー
ル
で
行
政

経
営
課（
〒
516

－

8601
岩
渕
１
丁

目
７

－

29
、
FAX
㉑
５
５
２
２
、

ア
ド
レ
スgyousei-keiei@

city.

ise.m
ie.jp

）へ

※
応
募
用
紙
に
は
、
応
募
の
動

機
、
ま
ち
づ
く
り
に
対
す
る
考

え
や
、
現
在
行
っ
て
い
る
ま
た

は
将
来
行
い
た
い
ま
ち
づ
く
り

活
動
に
つ
い
て
、
５
０
０
字
程

度
で
記
述
し
て
く
だ
さ
い
。

※
応
募
用
紙
は
行
政
経
営
課
に

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
。

選
考
方
法　

書
類
審
査

※
応
募
が
20
人
未
満
の
場
合
は

市
民
会
議
を
設
置
し
ま
せ
ん
。

※
会
議
出
席
に
伴
う
報
酬
・
交

通
費
の
支
給
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
ち
づ
く
り
市
民
会
議
と
は

市
民
会
議
委
員
を
募
集

行
政
経
営
課
（
☎
㉑
５
５
１
０
）

ま
ち
づ
く
り
市
民
会
議

委
員
を
募
集

65歳以上の人が介護が必要になった原因
（平成18年 12月末現在）

その他
20.5％

衰弱 3.4％

心臓病 3.7％

認知症
15.5％

転倒・骨折8.3％転倒・骨折8.3％転倒・骨折8.3％ 骨関節疾患
19.8％

脳血管疾患
28.8％

　

「
今
日
が
何
日
な
の
か
す
ぐ

に
出
て
こ
な
い
」「
物
の
置
き
場

所
が
分
か
ら
な
く
な
っ
た
」
な

ど
、
よ
く
物
忘
れ
を
す
る
よ
う

に
な
っ
て
き
て
、「
認
知
症
で

は
な
い
か
…
」
と
心
配
に
な
る

こ
と
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

　

認
知
症
と
は
、
い
っ
た
ん
完

成
し
た
脳
の
機
能
が
、
何
ら
か

の
原
因
で
低
下
し
、
日
常
生
活

に
支
障
が
出
て
い
る
状
態
を
い

い
ま
す
。
市
内
の
65
歳
以
上
の

人
が
介
護
が
必
要
と
な
っ
た
原

因
を
見
て
み
る
と
、
認
知
症
は

第
３
位
と
な
っ
て
お
り
、
年
齢

が
高
く
な
る
と
そ
の
割
合
は
増

加
し
ま
す
。（
下
グ
ラ
フ
参
照
） 

　

認
知
機
能
の
低
下
の
多
く
は
、

老
化
に
加
え
、
脳
を
使
わ
な
い

生
活
が
原
因
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
体
と
同
様
、
脳
も
加
齢

と
と
も
に
老
化
し
ま
す
が
、
年

齢
相
応
よ
り
も
脳
の
老
化
が
進

ん
だ
結
果
、
認
知
症
の
症
状
が

表
れ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

脳
の
老
化
は
、
脳
を
生
き
生
き

と
使
え
な
く
な
る
よ
う
な
出
来

事
、
例
え
ば
、
退
職
や
大
切
な

人
と
の
別
れ
な
ど
が
き
っ
か
け

で
加
速
的
に
進
む
の
で
す
。

　

で
き
る
だ
け
早
く
気
付
き
、

脳
を
し
っ
か
り
と
使
う
生
活
習

慣
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
大
切

で
す
。 健

康
課
（
☎
㉗
２
４
３
５
）

右
脳
を
大
い
に
刺
激
す
る
生
活
が

認
知
症
を
寄
せ
付
け
に
く
く
す
る
！
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伊
勢
総
合
病
院
で
は
、
老
朽

化
し
た
４
台
の
医
療
機
械
を
最

新
の
装
置
に
更
新
し
ま
し
た
。

　

そ
の
う
ち
２
台
は
、「
Ｃ
Ｔ
」

と
呼
ば
れ
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

断
層
撮
影
装
置
で
、
１
台
は
80

列
の
検
出
器
を
備
え
、
心
臓
の

検
査
も
行
う
こ
と
が
で
き
、
高

速
撮
影
も
で
き
る
の
で
、
従
来

の
装
置
よ
り
も
広
い
範
囲
で
精

細
な
３
次
元
画
像
を
得
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。（
心
臓
検
査
に

つ
い
て
は
現
在
準
備
中
）

　

も
う
１
台
の
Ｃ
Ｔ
は
、
主
に

放
射
線
治
療
の
計
画
に
用
い
る

も
の
で
、
治
療
時
と
同
等
の
条

件
で
の
撮
影
や
、
呼
吸
に
同
期

し
て（
呼
吸
に
合
わ
せ
て
）撮
影

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
よ
り

精
密
で
副
作
用
の
少
な
い
放
射

線
治
療
を
行
う
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

他
の
２
台
の
医
療
機
械
は
、

主
に
消
化
器
の
診
断
や
治
療
に

用
い
る「
Ｘ
線
Ｔ
Ｖ
装
置
」と
、

胸
部
の
健
診
に
用
い
る
「
Ｘ
線

撮
影
装
置
」
で
、
い
ず
れ
も
フ

よ
り
充
実
し
た
検
査
・
治
療
が
可
能
に

伊
勢
総
合
病
院
の
医
療
機
械
を
更
新

ィ
ル
ム
を
用
い
な
い
デ
ジ
タ
ル

撮
影
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

　

同
病
院
で
は
、
新
病
院
へ
の

移
転
ま
で
の
間
も
、
各
種
機
械

の
更
新
・
整
備
を
進
め
、
常
に

最
善
の
医
療
を
行
え
る
よ
う
に

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

伊
勢
総
合
病
院
総
務
課
（
☎
㉓
５
１
１
１
）

コンピューター断層撮影装置（80列ＣＴ）
コンピューター断層
撮影装置（16列CT）

Ｘ線TV装置Ｘ線撮影装置

脳活性化教室
コース とき 定員（先着順）

①なるほど！凝縮の2日間コース
　…生活に生かせるポイントを凝縮して
　　お伝えします

5月 17日㈮・31日㈮ 25人

②なるほど！じっくり体験コース
　…みんなで楽しくさまざまな体験をします

6月 3日・10日・24日、7月 8日・22日、
8月 5日・19日・26日、9月 9日・30日（い
ずれも月曜日、計 10回）

30人

※時間はいずれも、午後 1時 30分～ 3時 30分です。

第１条　生きがい・趣味を持ち、積極的に生きよう
第２条　交友の機会を増やそう
第３条　毎日、運動しよう
第４条　毎日、一定の仕事をしよう
第５条　日記を付けよう
第６条　外出・旅行は進んで行こう

コ
ー
ス
・
と
き
・
定
員　

下
表

の
と
お
り

と
こ
ろ　

中
央
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象　

市
内
在
住
の
65
歳
以
上

の
人

内
容　

脳
の
イ
キ
イ
キ
度
チ
ェ

ッ
ク
、
右
脳
を
活
性
化
す
る
楽

し
い
体
験

持
ち
物　

眼
鏡（
必
要
な
人
）

申
し
込
み　

５
月
１
日
㈬
・
午

前
８
時
30
分
か
ら
、
電
話
ま
た

は
フ
ァ
ク
ス
で
健
康
課（
FAX
㉑

０
６
８
３
）へ

～認知症を寄せ付けない生活とは、
　　　　　　右脳を大いに刺激するような生活～

脳
活
性
化
教
室
を
開
催

　イキイキした暮らし
へ

  “生き方革命”６カ条

事
業
費　
１
億
６
９
０
７
万
１
千
円
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市
で
は
、
高
齢
者
の
皆
さ
ん

が
、
介
護
を
必
要
と
す
る
状
態

に
な
る
の
を
予
防
し
、
い
つ
ま

で
も
自
分
ら
し
く
自
立
し
た
生

活
を
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
在
宅
支
援
サ
ー
ビ
ス
を
行

っ
て
い
ま
す
。

対
象　

体
が
弱
い
65
歳
以
上
の

人
で
、
在
宅
の
一
人
暮
ら
し
ま

た
は
高
齢
者
世
帯
の
人
な
ど

　

訪
問
に
よ
る
理
美
容
サ
ー
ビ

ス
を
行
い
ま
す
。

対
象　

理
美
容
店
へ
行
く
こ
と

が
困
難
な
人

助
成
額　

１
回
に
つ
き
１
０
０

０
円

※
技
術
料
は
全
額
自
己
負
担
と

　

布
団
や
毛
布
の
ク
リ
ー
ニ
ン

グ
を
行
い
ま
す
。

対
象　

寝
具
類
の
衛
生
管
理
が

困
難
な
人

内
容　

掛
け
布
団
・
敷
布
団
・

毛
布
各
１
枚
ず
つ（
１
セ
ッ
ト
）

の
洗
濯
・
乾
燥
・
消
毒（
原
則
、

シ
ン
グ
ル
サ
イ
ズ
の
綿
布
団
）

利
用
料　

１
セ
ッ
ト
６
３
０
円

利
用
回
数　

年
２
回
ま
で（
１

回
に
つ
き
１
セ
ッ
ト
の
み
）

　

緊
急
事
態
発
生
時
に
迅
速
か

つ
適
切
に
対
処
で
き
る
よ
う
、

緊
急
通
報
装
置
を
貸
与
し
ま
す
。

対
象　

一
人
暮
ら
し
で
近
隣
に

扶
養
義
務
者
が
い
な
い
人

利
用
料　

通
話
料
全
額
、
装
置

レ
ン
タ
ル
料

※
市
民
税
の
課
税
状
況
に
よ
り

異
な
り
ま
す
。

※
親
族
な
ど
の
協
力
者
が
必
要

で
す
。

　

栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
が
取
れ
た

食
事
を
届
け
る
配
食
サ
ー
ビ
ス

と
と
も
に
、
安
否
確
認
を
し
ま

す
。

対
象　

食
材
の
買
い
物
と
調
理

が
困
難
な
人

利
用
料　

１
食（
普
通
食
）に
つ

き
３
０
０
円

利
用
回
数　

週
３
回
ま
で（
平

日
の
昼
食
の
み
）

　

軽
易
な
日
常
生
活
上
の
援
助

を
行
い
、
在
宅
で
の
自
立
し
た

生
活
を
支
援
し
ま
す
。

対
象　

日
常
生
活
上
の
援
助
が

必
要
な
人

内
容　

外
出
時
の
付
き
添
い
、

食
材
の
買
い
物
、
寝
具
類
な
ど

の
日
干
し
、
庭
の
手
入
れ
、
家

の
中
の
整
理
整
頓
な
ど

利
用
料　

１
時
間
に
つ
き
１
８

０
円

※
内
容
に
よ
り
別
途
自
己
負
担

が
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。

利
用
回
数　

週
１
回
・
月
４
時

　

市
内
21
カ
所
の
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
施
設
が
趣
味
活
動
な
ど
の
サ

ー
ビ
ス
を
行
い
、
閉
じ
こ
も
り

を
予
防
し
ま
す
。

対
象　

家
に
閉
じ
こ
も
り
が
ち

な
人（
介
護
保
険
認
定
者
を
除

く
）

内
容　

教
養
講
座
、
日
常
動
作

訓
練
、趣
味
創
作
活
動
、昼
食
、

入
浴（
施
設
に
よ
り
不
可
）な
ど

利
用
料　

１
回
に
つ
き
６
２
０

円（
入
浴
代
を
含
む
）

※
昼
食
代
や
教
材
費
な
ど
、
別

途
自
己
負
担
が
必
要
で
す
。

※
家
族
と
同
居
し
て
い
る
人
も

利
用
で
き
ま
す
。

な
り
ま
す
。

利
用
回
数　

年
12
回
ま
で（
申

請
時
期
に
よ
り
異
な
り
ま
す
）

在
宅
支
援
サ
ー
ビ
ス

訪
問
理
美
容
サ
ー
ビ
ス

　

寝
具
類
等

　

洗
濯
乾
燥
消
毒
サ
ー
ビ
ス

緊
急
通
報
体
制
等
整
備
事
業

予
算
額　

７
万
８
千
円

予
算
額　

７
１
０
万
３
千
円

予
算
額　

11
万
４
千
円

「
食
」の
自
立
支
援
事
業

予
算
額　

１
０
９
２
万
円

軽
度
生
活
援
助
事
業

間
以
内（
１
回
１
時
間
以
上
）

予
算
額　

89
万
６
千
円

生
き
が
い
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

予
算
額　

６
５
０
万
円

長
寿
課
（
☎
㉑
５
５
５
９
）

予
算
額
は
、
全
て
平
成
25
年
度
分
で
す
。
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在
宅
介
護
の
総
合
的
な
相
談

に
応
じ
ま
す
。
気
軽
に
利
用
し

て
く
だ
さ
い
。（
下
表
参
照
）

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

予
算
額　

６
４
６
万
２
千
円

　

自
宅
で
の
万
が
一
の
事
態
に

備
え
る
た
め
、
医
療
情
報
や
緊

急
連
絡
先
な
ど
を
書
い
た
用
紙

を
専
用
の
容
器
に
入
れ
て
自
宅

に
保
管
し
て
お
く
た
め
の
キ
ッ

ト
を
配
布
し
ま
す
。
緊
急
時
に

は
、
救
急
隊
員
が
そ
の
情
報
を

活
用
し
ま
す
。

対
象　

65
歳
以
上
の
一
人
暮
ら

し
ま
た
は
高
齢
者
世
帯
の
人
、

障
害
者
手
帳
を
持
っ
て
い
る
人

な
ど

　
 

救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト

　
 

配
備
事
業

予
算
額　

24
万
８
千
円

　

市
内
に
あ
る
老
人
ク
ラ
ブ
の

活
動
に
対
し
、
補
助
金
を
交
付

し
て
い
ま
す
。

 

そ
の
他（
老
人
ク
ラ
ブ
へ
の
活

 

動
支
援
）

予
算
額　

１
１
８
２
万
５
千
円

　市では、おおむね 65歳以上で、日常生
活上おおむね自立しているが、環境上の理

由（※１）や経済的な理由（※２）などにより、

家庭で生活することが困難な人のために、

養護老人ホームへの入所についての相談を

受け付けています。

　市内には、万亀会館（二俣町）と高砂寮（小

俣町宮前）の２つの養護老人ホームがあり

ます。

　養護老人ホームへの入所については、介

護保険法に基づく介護保険施設とは異な

り、施設と契約するのではなく、市で相談

を受け、入所判定委員会での判定を受けた

後、市の措置に基づき入所していただきま

すので、ご注意ください。

※１　環境上の理由とは、身体・精神・家族・

　　　住居などの理由で、現在の環境では生活

　　　することが困難な場合などです。

※２　経済的な理由とは、本人のいる世帯が生

　　　活保護を受けている、または市民税の所

　　　得割を課されていない場合などです。

養護老人ホームの
入所について

在宅介護支援センター
名称 住所 電話番号

神路園 二俣町 577-9 ㉒ 6012
双寿園 河崎 3丁目 15-33 ㉓ 9231
白百合園 上地町 3130 ㉗ 1511
正邦苑 村松町 3294-1 38 1800
山咲苑 楠部町 2605-13 ㉓ 8000
楽寿苑 馬瀬町 1065 ㉛ 0050
みなと 神社港 262-1 35 0811
二見ふれあいプラザ 二見町茶屋 456-2 43 4423
小俣 小俣町元町 536 ㉗ 1155

長寿課（☎㉑5559）

　

伊
勢
市
子
ど
も
家
庭
支
援
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
で
は
、
支
援
を
必

要
と
す
る
子
ど
も
と
そ
の
家
族

を
支
え
る
た
め
に
、
各
構
成
機

関
が
連
携
し
て
支
援
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

子
育
て
に
関
す
る
不
安
や
悩

み
に
つ
い
て
、
問
題
解
決
に
向

け
た
お
手
伝
い
を
し
ま
す
の

で
、気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
児
童
虐
待
に
関
す
る
相

談
や
通
告
も
受
け
て
い
ま
す
。

構
成
機
関　

市
、児
童
相
談
所
、

警
察
署
、
教
育
委
員
会
、
保
育

所
、
幼
稚
園
、
小
・
中
学
校
、

民
生
委
員
・
児
童
委
員
、
児
童

福
祉
施
設
な
ど

こども家庭相談センター
（伊勢市子ども家庭支援ネットワーク事務局）

☎㉑5709（相談専用）
■緊急時の連絡先
・・三重県児童相談センター（☎059・231・5901）
・・伊勢警察署（☎⑳0110）

相談窓口

子育ての不安や悩み、
一人で抱え込まずに、気軽に相談を！

伊勢市子ども
家庭支援ネットワーク
こども課内・こども家庭相談センター
（☎㉑5716）
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今
回
は
、「
伊
勢
ま
ち
か
ど

博
物
館
」
の
高
橋
徹
さ
ん
か
ら

の
情
報
で
す
。

伊勢まるごと

博物館
だより⑬

文化振興課内・伊勢まるごと博物館
ネットワーク会議事務局（☎㉒7885）

　

３
月
17
日
、
伊
勢
ま
ち
か
ど

博
物
館
の
誕
生
20
周
年
を
記
念

し
、
ま
ち
か
ど
博
物
館
の
課
題

や
意
義
を
話
し
合
う
「
ま
ち
か

ど
博
物
館
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
開

催
し
、
県
内
各
地
か
ら
約
１
０

０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

県
立
博
物
館
館
長
の
布
谷
知

夫
さ
ん
に
よ
る
基
調
講
演
の
後
、

県
内
８
地
域
の
ま
ち
か
ど
博
物

 

ま
ち
の
土
壌
を
耕
す

 

ま
ち
か
ど
博
物
館

館
の
活
動
報
告
や
、
布
谷
さ
ん

ら
に
よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。

　

伊
勢
ま
ち
か
ど
博
物
館
は
、

平
成
５
年
、
伊
勢
の
ま
ち
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
い
た
市
民
活

動
団
体
「
ザ
・
伊
勢
講
」（
平
成

20
年
解
散
）
が
、
東
京
都
墨
田

区
の
「
小
さ
な
博
物
館
」
を
モ

デ
ル
に
し
て
始
め
た
も
の
で
す
。

　

地
域
住
民
が
自
宅
・
店
舗
・

工
房
な
ど
で
価
値
あ
る
お
宝
や

作
業
風
景
を
展
示
す
る
取
り
組

み
で
、
館
長
と
の
交
流
を
通
し

て
伊
勢
の
風
土
や
生
活
文
化
、

地
場
産
業
な
ど
に
親
し
め
る
ま

ち
か
ど
博
物
館
は
、
重
要
な
地

域
資
源
と
な
っ
て
い
ま
す
。
職

人
の
手
仕
事
が
見
学
者
に
評
価

さ
れ
、
職
人
自
身
も
や
り
が
い

を
感
じ
な
が
ら
伝
統
の
灯
を
と

も
し
続
け
て
き
ま
し
た
。

　

平
成
12
年
か
ら
は
県
の
支
援

の
も
と
、
各
地
で
ま
ち
か
ど
博

物
館
運
動
が
進
め
ら
れ
ま
し

た
。
現
在
で
は
県
内
10
地
域
で

５
２
０
館
以
上
が
開
館
し
て
お

り
、
全
国
の
都
道
府
県
で
も
最

多
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

　

少
子
・
高
齢
化
、
核
家
族
化

が
急
速
に
進
み
、
ま
た
、
長
引

く
不
況
で
生
活
に
困
窮
す
る
家

庭
が
増
え
る
な
ど
、
社
会
は
多

様
化
・
複
雑
化
し
て
い
ま
す
。

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、

暮
ら
し
の
身
近
な
支
援
者
と
し

て
、
住
民
の
皆
さ
ん
の
お
手
伝

い
が
で
き
る
よ
う
、
関
係
機
関

と
連
携
し
な
が
ら
活
動
し
て
い

ま
す
。

　

「
広
げ
よ
う　

地
域
に
根
ざ

し
た　

思
い
や
り
」
の
行
動
宣

言
に
基
づ
き
、
誰
も
が
安
心
し

て
住
み
続
け
る
こ
と
が
で
き
る

地
域
社
会
づ
く
り
を
目
指
し
て

い
ま
す
。
生
活
や
福
祉
に
関
す

る
悩
み
事
に
つ
い
て
相
談
を
受

け
、
支
援
し
て
い
ま
す
の
で
、

気
軽
に
近
く
の
民
生
委
員
・
児

童
委
員
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

＜五十鈴地区＞
　地域福祉の推進・充実を目指し、住民からの相談

に対し必要な支援ができるよう、日頃から研修をし

ています。また、みんなが支える地域社会を目指し、

地域の皆さんに民生委員・児童委員の活動に協力し

てもらえるよう周知しています。

＜倉田山地区＞
　地区内の高齢者介護施設で、月１回の屋外清掃活

動や交流慰問、夏祭りへの出店、年末の餅つき大会

への参加などを通じ、真心を届けています。「やさし

さの中に安らぎがある」ことを信じて活動しています。

＜厚生地区＞
　一人暮らしの高齢者と地域のつながりを大切にし、

今年で23年目を迎える、厚生小３年生とお年寄りの
交流会をお手伝いしています。他にも、年５回の食

事会や、厚生地区まちづくりの会の行事に参加して

います。

＜宮川地区＞　
　高柳商店街の夜店開催中の巡視活動のほか、正月

明けには神路園・白百合園で初釜慰問を行っていま

す。２月には、青少年健全育成協議会主催の餅つき

大会に参加しています。

５
月
12
日
は「
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
日
」

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は

あ
な
た
の
地
域
で
活
動
し
て
い
ま
す

主な活動の紹介

生
活
支
援
課
内
・
伊
勢
市
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
連
合
会
（
☎
㉑
５
５
５
７
）
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で
は
、「
趣
味
で
集
め
た
物
や

手
作
り
し
た
物
な
ど
を
見
て
ほ

し
く
て
始
め
た
自
己
満
足
の
博

物
館
で
す
」
と
い
う
現
場
か
ら

の
報
告
を
も
と
に
、
ま
ち
か
ど

博
物
館
を
持
続
し
て
い
く
た
め

に
「
お
客
さ
ん
に
楽
し
ん
で
い

た
だ
く
前
に
、
館
長
が
楽
し
め

る
博
物
館
づ
く
り
を
進
め
て
い

る
」「
館
長
や
来
場
者
そ
れ
ぞ
れ

が
主
体
性
を
感
じ
ら
れ
る
場
を

広
げ
る
こ
と
が
大
切
」「
ま
ち
か

ど
博
物
館
の
一
つ
の
役
割
は
、

伝
統
的
な
物
の
価
値
を
若
い
人

た
ち
に
伝
え
る
こ
と
。
自
分
が

＜港地区＞
　教育セミナー協議会に参加し、小・中学校長や各

分野から選出された地域の皆さんとの状況報告・意

見交換などを通じ、いろいろな情報を得て、見守り

活動や相談などの活動に生かしています。

＜城田地区＞
　社会福祉協議会事業の一つである「一人暮らしの

高齢者会食会」を開催し、高齢者の皆さんに、昼食

会のほか、地区の開業医の先生のお話やビンゴゲー

ムなどで楽しい一日を過ごしてもらっています。

＜豊浜地区＞
　５年前から資源回収ステーションでの交流を行っ

ています。月４回・年間50回程度、ステーションで
高齢者への声掛けを行うほか、夏休みなどには親と

一緒に来る子どもたちに、「ありがとう」の言葉と

笑顔で接し、分別による物の大切さを伝えています。

＜北浜地区＞
　毎年秋に、75歳以上の人を対象とした行事「民生
委員と楽しいひととき」を開催し、マジックショー、

保育園児の歌や踊り、ビンゴゲームなどで交流を図

っています。年々参加者も増え、昨年は130人余り
の参加となりました。

＜南部地区＞
　定期的な研修や施設訪問を行うほか、広報紙「絆」

を年２回発行し、各戸配布しています。民生委員・

児童委員も地域で暮らす仲間として、「絆」を通じ、

少しでも高齢者・児童・障がい者の皆さんの力にな

り、「いつまでも自分らしく生き生き暮らすために」

との思いで活動しています。

＜二見地区＞
　毎年春、二見町では福祉まつり「ふれあい広場」

が開催され、約2,500人の市民が参加します。民生
委員児童委員協議会も、障がい者の皆さんにも協力

していただきながら「コーヒー店」の出店に取り組

んでいます。昨年は、収益を利用して電動ウォーカ

ーを工房そみんに寄付しました。

＜小俣地区＞
　「民生委員・児童委員発　災害時一人も見逃さな

い運動」のもと、地域における要援護者への見守り

活動や、子ども・子育ての支援、一人暮らしの高齢

者、障がい者への支援の充実に向け、積極的に研修

を行っています。

＜御薗地区＞
　いきいきサロン、独居老人昼食会支援、子どもの

登下校時の見守り、地域内のパトロール活動、０～

３歳児を対象とした子育てサロン支援など、幼児か

ら高齢者まで、幅広い支援を積極的に実施しています。

＜主任児童委員＞
　学校などと連携し、児童虐待の予防・早期発見や、

子どもを犯罪被害から守る活動などをしています。

また、小学校訪問のほか、「こんにちは赤ちゃん事

業」による家庭訪問も始めました。

若
い
頃
は
物
し
か
見
え
な
か
っ

た
が
、
今
の
若
い
人
た
ち
は
も

っ
と
本
質
的
な
も
の
に
目
を
向

け
て
い
て
期
待
で
き
る
」
な
ど

と
活
発
な
議
論
が
さ
れ
、
意
義

の
あ
る
フ
ォ
ー
ラ
ム
と
な
り
ま

し
た
。

　

地
場
産
品
が
一
堂
に
集
ま
り
、

１
０
０
ブ
ー
ス
以
上
の
出
店
で
に

ぎ
わ
い
ま
す
。

と　

き　

５
月
18
日
㈯
・
19
日
㈰
、

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時　

　
　
　
　

（
荒
天
の
場
合
は
中
止
）

と
こ
ろ　

外
宮
前
バ
ス
停
横
広
場

㈳
伊
勢
市
観
光
協
会
内
・
伊
勢
楽
市
実
行
委
員
会
事
務
局

（
☎
28
３
７
０
５
）

伊
勢
楽
市

活発な議論が行われた
パネルディスカッション
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楽
し
い
マ
タ
ニ
テ
ィ
ラ
イ
フ  

  （
妊
娠
中
の
生
活
）を

助成対象の検査項目と検査回数
検査項目 検査回数

問診、診察、血圧測定、
体重測定、尿検査

14回

血液検査、感染症検査、子宮
頸がん検査、頚管粘液検査、
超音波検査など

国で定めら
れた回数

　

妊
娠
・
出
産
は
、
人
生
の
中

で
大
き
な
出
来
事
で
す
。

　

妊
娠
は
、
女
性
の
心
と
体
に

大
き
な
変
化
を
も
た
ら
し
ま

す
。
大
き
な
喜
び
と
同
時
に
、

不
安
を
感
じ
る
人
も
い
る
こ
と

で
し
ょ
う
。

　

特
に
妊
娠
初
期
は
、
つ
わ
り

な
ど
の
つ
ら
い
症
状
が
出
や
す

く
、
精
神
的
に
も
不
安
定
に
な

り
が
ち
で
す
。
家
族
み
ん
な
で

楽
し
く
赤
ち
ゃ
ん
を
迎
え
る
準

備
を
し
、
頑
張
っ
て
い
る
お
母

さ
ん
を
支
え
ま
し
ょ
う
。
お
母

さ
ん
も
、
体
を
い
た
わ
り
な
が

ら
、
毎
日
を
楽
し
く
ゆ
っ
た
り

と
し
た
気
持
ち
で
過
ご
し
、
出

産
を
迎
え
ま
し
ょ
う
。

　

妊
娠
中
は
、
お
な
か
の
赤
ち

ゃ
ん
の
発
育
が
進
む
に
つ
れ

て
、
い
ろ
い
ろ
な
変
化
が
起
こ

っ
て
き
ま
す
。
自
覚
症
状
が
無

く
て
も
、
ト
ラ
ブ
ル
が
隠
れ
て

い
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

少
な
く
と
も
月
１
回（
妊
娠

24
週
以
降
は
月
２
回
、
さ
ら
に

妊
娠
36
週
以
降
は
週
１
回
）は
、

医
療
機
関
や
助
産
所
で
健
康
診

査
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　

妊
婦
健
康
診
査
で
は
、
体
重

測
定
や
血
液
・
血
圧
・
尿
な
ど

の
検
査
を
行
い
、
お
母
さ
ん
や

赤
ち
ゃ
ん
の
健
康
状
態
を
定
期

的
に
確
認
し
ま
す
。
医
師
や
助

産
師
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
、

積
極
的
に
健
康
管
理
に
取
り
組

み
ま
し
ょ
う
。

妊婦健康診査事業費〔平成 25 年度予算額〕　
１億１,２８４万１千円

　
　

 

妊
婦
健
康
診
査
を

　
　

 

受
け
ま
し
ょ
う

　市では、妊婦健康診査にかかる費用を助
成しています。助成対象となる検査項目は
下表のとおりです。
　なお、助成対象の検査項目以外は自費で
受けていただくことになりますのでご了承
ください。
※詳しくは、妊娠の届け出をする際に母子
　健康手帳とともにお渡しする「母子保健
　のしおり」をご覧ください。

妊婦健康診査に費用助成

■県外で妊婦健康診査を受けた人へ
　市内に住所を有する人が、里帰りなどの
理由で県外の医療機関や助産所で妊婦健康
診査を受けた場合は、償還払い（健診後に
支給）をしています。
　詳しくは、健康課へ問い合わせてくださ
い。

マタニティマーク

　

マ
タ
ニ
テ
ィ
マ
ー
ク
は
、
妊

婦
が
身
に
着
け
る
こ
と
で
、
お

な
か
の
目
立
た
な
い
妊
娠
初
期

で
も
周
囲
の
人
に
妊
娠
し
て
い

る
こ
と
を
知
ら
せ
、
優
し
い
配

慮
を
促
す
も
の
で
す
。

　

マ
タ
ニ
テ
ィ
マ
ー
ク
を
見
掛

け
た
ら
、
電
車
や
バ
ス
な
ど
の

席
を
譲
っ
た
り
、
近
く
で
の
喫

  

妊
婦
の
周
囲
の

  

皆
さ
ん
へ
の
お
願
い

　

〜
マ
タ
ニ
テ
ィ
マ
ー
ク
を

   　
　
　
　
　
ご
存
じ
で
す
か
〜

マタニティマーク入り
キーホルダー

煙
は
控
え
る
な
ど
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

　母子健康手帳、母子保健のしおりなどの交付場所は、

４月から次の場所になりました。

・・中央保健センター（健康課）
・・各総合支所生活福祉課
※各支所での交付が無くなりました。

母子健康手帳などの
交付場所が変わりました

 
す
こ
や
か
な
妊
娠
と
出
産
の
た
め
に

妊
婦
健
康
診
査
を

　
　
　
　

受
け
ま
し
ょ
う

健
康
課
（
☎
㉗
２
４
３
５
）
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近
年
、「
イ
ク
メ
ン
」
と
い

う
言
葉
が
は
や
り
、
育
児
を
す

る
男
性
を
よ
く
見
掛
け
ま
す
。

働
く
女
性
も
増
え
、
男
女
共
同

参
画
は
、
着
実
に
進
ん
で
き
て

い
る
と
思
い
ま
せ
ん
か
？

　

平
成
４
年
度
の
内
閣
府
の
調

査
開
始
以
来
、「
夫
は
外
で
働

き
、
妻
は
家
庭
を
守
る
べ
き
」

と
考
え
る
人
の
割
合
は
順
調
に

減
少
し
て
い
ま
し
た
。し
か
し
、

市民交流課（☎㉑5513）

めざそや！共同参画

　女性も男性も共に、個性や能力を生かして、あらゆる方面で生き生きと
活躍できる社会、それが男女共同参画社会です。私たちの生活の中の男女
共同参画について、一緒に考えていきましょう。

⑬

　

三
重
県
で
は
、
40
年
前
か
ら

婚
姻
率
は
下
降
、
離
婚
率
は
上

昇
傾
向
に
あ
り
、
婚
姻
関
係
に

あ
る
人
が
ど
ん
ど
ん
減
少
し
て

い
ま
す
。

　

市
の
意
識
調
査
で
は
、「
結

婚
は
す
る
べ
き
で
あ
る
」
と
考

え
る
男
性
は
約
46
％
で
し
た
。

　

そ
れ
で
は
、
女
性
の
場
合
は

約
何
％
で
し
ょ

う
か
？

Ａ
．
約
26
％

Ｂ
．
約
46
％

Ｃ
．
約
66
％

め
ざ
そ
や
！
三
択
ク
イ
ズ

　

正
解
は
Ｃ
で
し
た
。

　

職
場
や
家
庭
で
、
男
女
の
地

位
は
平
等
で
し
ょ
う
か
？

　

伊
勢
市
の
男
女
共
同
参
画
に

関
す
る
市
民
意
識
調
査（
平
成

24
年
度
）で
、「
職
場
」
に
お
い

て
男
性
が
優
遇
さ
れ
て
い
る
と

感
じ
る
人
は
、
全
体
の
約
７
割

で
し
た
。

　

男
女
を
比
べ
る
と
、
女
性
の

方
が
不
平
等
感
を
感
じ
て
い
ま

す
が
、
男
性
も
自
分
た
ち
の
方

が
優
遇
さ
れ
て
い
る
と
感
じ
る

人
は
多
い
よ
う
で
す
。

　

分
野
別
に
見
る
と
、
不
平
等

感
を
感
じ
る
分
野
は
、「
し
き

た
り
や
慣
習
」
が
最
も
多
く
、

「
職
場
」「
家
庭
生
活
」
と
続
き

ま
す
。
最
も
不
平
等
感
が
少
な

い
の
が
、「
学
校
や
教
育
の
場
」

で
約
３
割
で
す
。

　

つ
ま
り
、「
学
校
や
教
育
の

場
で
は
男
女
平
等
が
進
ん
で
い

る
が
、
職
場
や
家
庭
で
は
進
ん

で
い
な
い
」
と
い
う
こ
と
が
言

え
ま
す
。

「
男
は
仕
事
、
女
は
家
庭
」
に

賛
成
？　
反
対
？

応
募
方
法　

５
月
30
日
㈭
ま
で

に
、
①
ク
イ
ズ
の
解
答
、
②
住

所
・
氏
名
、
③
男
女
共
同
参
画

に
対
す
る
ご
意
見･

ご
感
想
を

記
入
し
、
は
が
き
・
フ
ァ
ク
ス
・

Ｅ
メ
ー
ル
で
市
民
交
流
課(

〒

516

－

8601
岩
渕
１
丁
目
７

－

29
、

FAX
㉑
５
６
４
２
、
ア
ド
レ
ス

kouryu@
city.ise.m

ie.jp

）へ

※
解
答
は
「
広
報
い
せ
」
８
月
15

日
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
正
解

者（
市
内
に
在
住
ま
た
は
通
勤
・
通

学
し
て
い
る
人
）の
中
か
ら
、
抽
選

で
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
贈
呈
し
ま
す
。

平
成
24
年
度
の
調
査
で
初
め
て

そ
の
割
合
が
増
加
に
転
じ
、
全

体
の
約
52
％
と
過
半
数
に
達
し

ま
し
た
。

 

２
月
１
日
号
の
答
え
と
解
説

　

原
因
の
一
つ
と
し
て
、
過
酷

な
労
働
環
境
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

希
望
す
る
仕
事
に
就
け
な
か

っ
た
り
、
仕
事
に
就
い
て
も
低

収
入
の
非
正
規
雇
用
か
、
正
社

員
で
も
長
時
間
労
働
を
強
い
ら

れ
た
り
す
る
。
そ
の
よ
う
な
環

境
の
中
、
女
性
は
、
結
婚
・
出

産
後
は
正
社
員
と
し
て
働
き
た

く
な
い
と
感
じ
、
男
性
も
日
々

の
仕
事
に
追
わ
れ
る
中
で
、
専

業
主
婦
の
妻
を
望
ん
で
い
ま
す
。

　

つ
ま
り
、
閉へ

い

塞そ
く

し
た
経
済
状

況
の
中
で
、
消
極
的
に
専
業
主

婦
を
選
択
し
、
賛
成
に
転
じ
た

よ
う
で
す
。

　

し
か
し
、
実
際
は
家
計
の
た

め
に
や
む
を
得
ず
仕
事
に
出
る

女
性
も
多
く
、
男
女
共
に
働
き

や
す
い
社
会
が
望
ま
れ
ま
す
。

賛
成
派
が
急
増
、
20
代

プ
レ
ゼ
ン
ト
が

当
た
る

「賛成」「どちらかといえば賛成」と回答した人の割合
国の調査で「夫は外で働き、妻は家庭を守るべき」に

平
成
４

平
成
９

平
成
14

平
成
19

平
成
21

平
成
24

平
成
16

（％）
70

60

50

40

30

20 （年度）

総計
20代
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伊勢市社会福祉協議会（☎⑳8610、FAX⑳8617）メールアドレス iseshakyo-honsyo@mie.email.ne.jpホームページ http://www.mmjp.or.jp/iseshakyo/

　

今
年
も
５
月
１
日
か
ら
、
日
本
赤
十
字
社

員
増
強
運
動
が
展
開
さ
れ
ま
す
。

　

日
本
赤
十
字
社
で
は
、
災
害
救
護
、
国
際

活
動
、医
療
活
動
、看
護
師
養
成
、血
液
事
業
、

奉
仕
団
活
動
、
青
少
年
赤
十
字
活
動
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
す
。
伊
勢
市
地
区
で
は
、
火
災

や
水
害
な
ど
の
災
害
に
よ
る
被
災
者
へ
配
布

す
る
災
害
救
援
物
資
の
備
蓄
や
、
各
種
講
習

会
の
開
催
を
し
て
い
ま
す
。（
左
表
参
照
）

　

こ
の
よ
う
な
事
業
は
、
皆
さ
ま
か
ら
ご
協

力
い
た
だ
い
て
い
る
資
金
で
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
赤
十
字
活
動
の
趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ

き
、
今
年
も
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

赤
十
字
活
動
資
金
に
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す

第46号

　

住
民
グ
ル
ー
プ
な
ど
が
展
開
す
る
、

地
域
の
課
題
解
決
や
福
祉
の
ま
ち
づ

く
り
の
推
進
を
目
的
と
し
た
先
駆
的
・

モ
デ
ル
的
な
活
動
に
対
し
、
事
業
費
の

一
部
を
助
成
し
ま
す
。

助
成
金
額　

10
万
円（
上
限
）

申
し
込
み　

６
月
３
日
㈪
〜
28
日
㈮
に
、

社
会
福
祉
協
議
会
本
所
地
域
福
祉
課
へ

※
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
り
助

成
を
決
定
し
ま
す
。

市
民
に
よ
る
福
祉
活
動
事
業
に
助
成

災害救援物資の配布状況（平成24年度）

災害発生件数
配布数

毛布 タオル
ケット

緊急
セット

全焼　　　2件 3枚 ― 2個
半焼　　　3件 6枚 2枚 3個
床上浸水　1件 ― ― 1個

講習会の開催状況（平成24年度）
種類 回数

救急（AED）講習会 29回
健康生活支援講習会 4回
災害時の高齢者支援講習会 10回
幼児安全法支援短期講習会 3回
ボランティアと心のケア 1回

平成25年度赤十字講習会のお知らせ
　15 歳以上の健康な人を対象に、下表のとおり講習会および研修会を開催します。
受講料は無料ですが、教材費が必要となります。

問い合わせ先　日本赤十字社三重県支部（☎059・227・4145、FAX059・227・6245）
平成25年度赤十字講習会

講習名・研修名 とき ところ

救急法救急員養成講習会
5月 26日㈰・6月 1日㈯・2日㈰、
9:00 ～ 17:00 伊勢赤十字病院

幼児安全法支援員養成講習会
6月 2日㈰・8日㈯・9日㈰、
10:00 ～ 15:00

伊勢赤十字老人保健施設
「虹の苑」

健康生活支援員養成講習会
9月 7日㈯・8日㈰・14日㈯、
10:00 ～ 15:00

伊勢赤十字老人保健施設
「虹の苑」

資格継続研修会（救急法救急員） 5月 25日㈯、13:00 ～ 17:00 伊勢赤十字病院
資格継続研修会（水上安全法救急員） 6月 2日㈰、13:00 ～ 17:00 伊勢スイミングスクール

・本　　所  御薗町長屋2767
　　　　　  （☎⑳8610、FAX⑳8617）
・伊勢支所  八日市場町13-1
　　　　　  （☎㉗2425、FAX㉗2412）
・二見支所  二見町茶屋456-2
　　　　　  （☎435551、FAX434427）
・小俣支所  小俣町元町536
　　　　　  （☎㉗0509、FAX㉗0570）
・御薗支所  御薗町長屋2767
　　　　　  （☎㉒6617、FAX㉒6604）

 【
寄
附
を
い
た
だ
い
た
皆
さ
ま
】

 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

 

平
成
25
年
２
月
15
日
〜
３
月
15
日

匿
名
様
…
布
地
蔵
、
大
倉
う
ぐ
い
す
台

鶯お
う

声せ
い

会
様
…
ゴ
キ
ブ
リ
団
子
５
パ
ッ
ク

社会福祉法人 伊勢市社会福祉協議会

問い合わせ先 地
域
福
祉
活
動
計
画

推
進
事
業（
社
協
会
費
）
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地域福祉活動計画推進事業（社協会費） 赤い羽根共同募金配分金事業

ふれあい・いきいきサロン 会食会 活動紹介
通町会食会

　毎月第２火曜日に開催

しています。おしゃべり

を楽しんだり、元看護師

による健康相談を行った

り、お花見には五十鈴公

園へ出掛けてお弁当を囲

みます♪

＜主な活動場所＞
通町公民館

仲よし会

　毎月第２木曜日に活動

しています。グラウンド

ゴルフやカラオケ・健康

体操など、さまざまなレ

クリエーションを行い、

皆さん生き生きと活動し

ています。

＜主な活動場所＞
小川公民館

西いきいき会

　毎月第１日曜日に開催

しています。皆さん元気

で仲良く、ボランティア

の指導による体操で健康

な体づくりに励んでいま

す。

＜主な活動場所＞
西コミュニティセンター

小町の会

　主に毎月第２水曜日に

活動しています。旬の食

材を使っておやつを作っ

ています。おやつを食べ

た後は、脳トレや体操な

どを行っています。

＜主な活動場所＞
中島小川町公民館

市負担金〔平成25年度予算額〕　9,518 万 3千円（運営・福祉ボランティア育成負担金）

赤い羽根共同募金配分金の申請を受け付けます
対象施設・団体
　・　・社会福祉法第2条第2項または第3項（第13号を除く）に規定する施設
　・　・更正保護事業法に規定する更正保護法人

　・　・その他、社会福祉法人三重県共同募金会が特に必要と認めた施設および団体

配分対象事業　社会福祉の先駆的開拓的事業および地域住民の福祉向上を図るための事業
配分額　事業費の４分の３（上限額は下表のとおり）
申請方法　５月１日㈬～31日㈮に、社会福祉協議会へ

配分額上限額

申請区分 施設 障がい者
小規模作業所 団体 県域団体

工事 50万円 50万円 50万円 50万円

備品 30万円 30万円 30万円 30万円

その他の事業 30万円 15万円 30万円 50万円

公益財団法人中央競馬馬主社会福祉財団が実施する
社会福祉公益補助事業による助成団体も公募

対象団体　社会福祉法人、民法第34条に規定する法人、社会福祉事業を行っているＮＰＯ法人
対象事業　施設の拡充または改築、備品の購入、車両の購入など
助成限度額　対象事業費の４分の３
申込期間　５月１日㈬～31日㈮（当日消印有効）
問い合わせ先　三重県共同募金会（☎059・226・2605、FAX059・221・0044）
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ト ピ ア だ よ り
生涯学習センターいせトピア（☎㉑0900）

まな坊

　

今
月
号
で
は
、
親
子
リ
フ
レ

ッ
シ
ュ
教
室
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

募
集
、
い
せ
ト
ピ
ア
で
活
動
し

て
い
る
サ
ー
ク
ル
の
紹
介
に
つ

い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

指
定
管
理
委
託
料
〔
平
成
25
年
度
〕

　

７
８
０
０
万
円

利
用
者
数
〔
平
成
24
年
度
〕

　

約
17
万
４
千
人

　

い
せ
ト
ピ
ア
で
は
、
毎
月
２

回
・
木
曜
日
に
、
就
学
前
の
子

ど
も
と
保
護
者
を
対
象
に
「
親

子
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
教
室
」
を
開

催
し
て
い
ま
す
。

　

５
〜
７
月
の
開
催
予
定
は
次

の
と
お
り
で
す
。

と
き　

５
月
９
日
・
23
日
・
６

月
６
日
・
20
日
・
７
月
４
日
・

18
日
、
午
前
10
時
30
分
〜

と
こ
ろ　

い
せ
ト
ピ
ア
・
３
階

研
修
室

内
容　

わ
ら
べ
歌
・
歌
遊
び
な

ど※
事
前
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

※
暴
風
警
報
が
発
令
さ
れ
た
場

合
は
中
止
と
な
り
ま
す
。

　

墨
遊
会
は
水
墨
画
を
描
く
サ

ー
ク
ル
で
、「
墨
で
楽
し
く
遊

ぶ
会
」
と
い
う
こ
と
か
ら
名
付

け
ら
れ
ま
し
た
。
11
年
前
に
い

せ
ト
ピ
ア
講
座
「
初
め
て
の
水

墨
画
」
を
受
講
後
に
発
足
し
、

現
在
の
会
員
数
は
14
人（
男
性

７
人
・
女
性
７
人
）で
す
。

　

サ
ー
ク
ル
活
動
は
、
毎
月
第

３
火
曜
日
の
午
前
11
時
〜
午
後

４
時
に
行
っ
て
お
り
、
そ
の
日

の
課
題
や
自
分
の
好
き
な
題
材

を
描
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、
自

宅
で
描
い
た
作
品
を
持
ち
寄

り
、
全
員
で
作
品
の
品
評
を
し

　

墨ぼ
く 

遊ゆ
う 

会か
い

て
い
ま
す
。

　

現
在
、
墨
遊
会
の
代
表
者
は

大
西
良
子
さ
ん
、
講
師
は
山
本

玉
晃
先
生
で
す
。山
本
先
生
は
、

サ
ー
ク
ル
発
足
時
は
サ
ー
ク
ル

会
員
で
し
た
が
、
２
年
前
ま
で

講
師
を
し
て
い
た
森
本
松
雲
先

生
が
辞
め
た
後
、
墨
遊
会
の
講

師
を
引
き
継
い
で
い
ま
す
。
山

本
先
生
は
、「
古
く
か
ら
『
墨

は
五
彩
あ
り
』
と
い
う
言
葉
が

あ
り
ま
す
。
五
彩
は
『
多
彩
な

色
が
含
ま
れ
て
い
る
』
と
い
う

意
味
で
、
墨
の
濃
淡
の
階
調
に

よ
っ
て
、
豊
か
な
色
彩
・
質
感

を
感
じ
さ
せ
る
よ
う
に
描
く
こ

と
が
、
水
墨
画
の
原
点
だ
と
思

い
ま
す
」「
挫
折
せ
ず
に
作
品
を

完
成
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
第

１
回
の
作
品
展
が
、
今
ま
で
の

一
番
の
思
い
出
で
す
。
こ
れ
か

ら
も
、
サ
ー
ク
ル
会
員
の
皆
さ

ん
と
一
緒
に
練
習
に
励
ん
で
い

き
た
い
で
す
」
と
答
え
て
く
れ

ま
し
た
。

子
育
て
を
支
援
し
ま
す

親
子
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

〜
子
ど
も
と
一
緒
に

　
　
　
　
　

遊
ぼ
う
〜

　

い
せ
ト
ピ
ア
で
は
、
次
の
３

つ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
活
動
し

て
い
ま
す
。
特
別
な
経
験
が
無

く
て
も
、
み
ん
な
が
お
互
い
を

助
け
合
い
、
協
力
し
な
が
ら
、

楽
し
く
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
も
、
一
緒
に
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
し
ま
せ
ん
か
。

■
施
設
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

夏
の
「
子
ど
も
わ
く
わ
く
体

験
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」、
冬
の

「
新
春
ま
つ
り
」の
企
画
な
ど
、

創
造
的
な
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

■
舞
台
技
術
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

多
目
的
ホ
ー
ル
で
の
イ
ベ
ン

ト
時
に
、
効
果
的
な
舞
台
づ
く

り
の
た
め
、
照
明
や
音
響
な
ど

の
操
作
を
し
て
い
ま
す
。

■
ト
ピ
ア
だ
よ
り
特
派
員
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア

　

い
せ
ト
ピ
ア
で
活
動
す
る
サ

ー
ク
ル
な
ど
の
取
材
を
し
て
、

「
広
報
い
せ
」
に
掲
載
す
る
記

事
を
作
成
し
ま
す
。

い
せ
ト
ピ
ア
で
活
動
す
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
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サ
ー
ク
ル
発
足
時
か
ら
の
会

員
で
あ
る
中
村
昭
さ
ん
は
、

「
墨
の
濃
淡
・
ぼ
か
し
・
に
じ

み
で
表
現
す
る
こ
と
は
難
し
い

で
す
が
、
思
い
描
い
て
い
た
作

品
が
出
来
上
が
る
と
う
れ
し
い

で
す
。
こ
の
サ
ー
ク
ル
は
家
族

的
な
雰
囲
気
で
楽
し
く
、
こ
の

ま
ま
続
け
て
い
き
た
い
」
と
語

っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

上
之
郷
佳
子
さ
ん
は
、「
水

墨
画
を
始
め
て
か
ら
、
外
に
出

掛
け
る
と
き
は
雲
や
木
が
気
に

な
っ
て
景
色
を
見
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
そ
の
景
色
を
水
墨

画
に
す
る
と
、
ど
の
よ
う
な
作

品
に
な
る
の
か
を
考
え
て
し
ま

う
ん
で
す
。
そ
の
他
に
も
、
水

墨
画
が
描
か
れ
て
い
る
び
ょ
う

ぶ
や
掛
け
軸
が
背
景
に
映
し
出

さ
れ
そ
う
な
テ
レ
ビ
番
組
を
録

画
し
て
、
こ
れ
か
ら
の
課
題
の

参
考
に
す
る
ん
で
す
よ
」
と
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

サ
ー
ク
ル
に
加
入
し
て
２
年

に
な
る
春
木
千
富
さ
ん
は
、
い

せ
ト
ピ
ア
で
開
催
さ
れ
た
作
品

展
で
作
品
を
見
た
の
が
き
っ
か

け
で
、
墨
と
水
の
調
合
に
よ
っ

て
味
を
出
す
水
墨
画
に
感
動
し

て
入
会
さ
れ
た
そ
う
で
す
。「
ま

だ
ま
だ
勉
強
中
な
の
で
、
さ
り

気
な
く
表
現
で
き
る
よ
う
に
な

り
た
い
で
す
。
作
品
を
描
い
て

い
る
時
は
集
中
す
る
の
で
時
間

を
忘
れ
て
し
ま
い
ま
す
」
と
語

っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

墨
遊
会
は
、
水
墨
画
を
長
く

続
け
て
い
る
人
も
、
自
分
の
納

得
い
く
作
品
が
描
け
る
よ
う
に

な
り
た
い
と
、
常
に
向
上
心
を

持
ち
続
け
て
い
る
サ
ー
ク
ル
で

す
。
そ
の
中
で
も
和
気
あ
い
あ

い
と
談
笑
し
、
と
て
も
和
や
か

な
雰
囲
気
を
感
じ
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
水
墨
画
に
興
味
を

持
た
れ
た
人
は
、
一
度
見
学
に

来
て
く
だ
さ
い
。

シ
リ
ー
ズ

情
報
調
査
室
（
☎
㉑
５
５
４
８
）

公
共
施
設
に
つ
い
て
⑤

 考
えよう！

施
設
の
在
り
方
を
考
え
る
に
は
、

ま
ず
現
状
把
握
が
必
要
で
す

　

人
口
減
少
、
少
子
・
高
齢
化

が
進
む
中
、
老
朽
化
す
る
施
設

の
維
持
・
更
新
に
か
か
る
費
用

負
担
が
問
題
と
な
っ
て
お
り
、

施
設
の
在
り
方
を
考
え
る
時
期

に
差
し
掛
か
っ
て
い
る
と
い
う

こ
と
を
、
先
月
号
ま
で
で
お
伝

え
し
て
き
ま
し
た
。

　

施
設
サ
ー
ビ
ス
を
持
続
可
能

な
も
の
と
し
て
い
く
に
は
、
効

率
的
・
効
果
的
な
施
設
の
配
置
、

ス
ペ
ー
ス
の
有
効
活
用
、
民
間

委
託
な
ど
に
よ
る
維
持
管
理
の

効
率
化
、
建
物
を
長
持
ち
さ
せ

る
工
夫
な
ど
の
取
り
組
み
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
ま
ず
、
各

施
設
の
現
状
に
つ
い
て
知
っ
て

お
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
白

書
で
は
、
数
多
く
あ
る
公
共
施

設
を
い
く
つ
か
の
用
途（
学
校
、

市
営
住
宅
、
集
会
・
文
化
施
設

な
ど
）
に
分
類
し
、
用
途
ご
と

に
、
施
設
運
営
に
か
か
る
人
件

費
・
光
熱
水
費
・
修
繕
費
・
利

用
料
収
入
な
ど
の
「
コ
ス
ト
情

報
」
と
、
建
物
の
安
全
性
・
老

朽
化
状
況
や
利
用
状
況（
稼
働

率
）
と
い
っ
た
「
ス
ト
ッ
ク
情

報
」
を
現
状
把
握
し
、
分
析
し

て
い
ま
す
。（
左
図
参
照
）

　

次
回
か
ら
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

用
途
ご
と
に
、
ど
の
よ
う
な
現

状
に
な
っ
て
い
る
の
か
、
お
知

ら
せ
し
て
い
き
ま
す
。

ストック情報

公共施設を現状把握する際の観点（イメージ）

コスト情報

施設
維持
コスト

人件費 1,500,000円

900,000円

5,000,000円

修繕費

光熱水費

事業
運営
コスト

利用料収入

人件費 12,000,000円

5,000,000円

200,000円

500,000円

減価償却費 25,000,000円

委託費

備品費

ソフト（行政サービス）と
ハード（施設管理）のコスト
全体を把握

行政サービス（機能）の
実態を把握

効果的・効率的な施設の有効活用

安全性

稼働率40％

老朽化維持
管理
環境
対応

バリア
フリー

建物
状況

利用
状況

運営
状況

平日 昼間職員2人

夜間職員1人休日

コ
ス
ト
情
報
・
ス
ト
ッ
ク
情
報

両
面
か
ら
現
状
を
把
握

こ
の
シ
リ
ー
ズ
は
、
６
月
以
降

は
毎
月
15
日
号
に
掲
載
し
ま
す
。
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申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　
（
午
前
８
時
30
分
〜
）

　

健
康
課（
八
日
市
場
町
・
福
祉
健
康
セ
ン
タ
ー
内
）

　

（
☎
㉗
２
４
３
５
、FAX
㉑
０
６
８
３
）〔
参
加
費
な
ど
の
記
載
の
な
い
も
の
は
無
料
〕

予
算
額
は
、
全
て
平
成
25
年
度
分
で
す
。

と
き　

①
５
月
18
日
㈯
・
②
24

日
㈮
、
午
前
10
時
〜
正
午

と
こ
ろ　

中
央
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象　

初
妊
婦
と
夫

内
容　

①
２
人
で
赤
ち
ゃ
ん
を

迎
え
る
た
め
に（
保
健
師
の
お

話
、
沐も

く

浴よ
く

実
習
、
妊
婦
模
擬
体

験
）、
②
こ
れ
か
ら
始
ま
る
子

育
て
に
つ
い
て（
保
健
師
の
お

話
、
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
）

パ
パ
と
マ
マ
の
教
室

（
２
日
間
コ
ー
ス
）

予
算
額　
約
14
万
１
千
円（
４
回
分
）

定
員　

30
人
程
度（
先
着
順
）

持
ち
物　

母
子
健
康
手
帳

申
し
込
み　

電
話
ま
た
は
FAX
で

健
康
課
へ

乳
が
ん
検
診

　

市
の
乳
が
ん
検
診
は
、
医
療

機
関
で
の
検
診
と
集
団
バ
ス
で

の
検
診
の
２
通
り
あ
り
ま
す
。

　

医
療
機
関
で
の
検
診
は
、
今

年
も
40
〜
69
歳
の
人
を
対
象
に

７
〜
11
月
に
行
い
ま
す
。
詳
し

く
は
、「
広
報
い
せ
」
７
月
１

日
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

集
団
バ
ス
で
の
検
診
は
、
次

の
と
お
り
行
い
ま
す
。

乳がん検診
検診日 実施場所

 7 月 23 日㈫ 二見老人福祉センター

 7 月 29日㈪ 中央保健センター

 8 月  5 日㈪ 中央保健センター

 8 月  7 日㈬ ハートプラザみその

 8 月 19日㈪ 中央保健センター

 8 月 23日㈮ 小俣保健センター

 9 月  2 日㈪ 中央保健センター

10月 28日㈪ 小俣保健センター

11月 11日㈪ 中央保健センター

11月 15日㈮ 二見老人福祉センター

11月 26日㈫ ハートプラザみその

受付時間　午前の部…10:00～11:00
　　　　　午後の部…13:00～14:30
※12月～平成26年 3月に、乳がん検診を10回、子宮がん検診
　を8回予定しています。詳しくは、「広報いせ」10月1日号で
　お知らせします。

と
き
・
と
こ
ろ　

左
表
の
と
お

り対
象　

市
内
に
住
所
を
有
す
る

30
歳
以
上
の
人

※
受
診
で
き
る
の
は
、
１
年
度

に
つ
き
１
回
の
み
で
す
。

検
診
内
容　

乳
が
ん
検
診(

マ

ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー) 

定
員　

各
日
午
前
45
人
・
午
後

50
人（
申
し
込
み
多
数
の
場
合

は
抽
選
）

料
金　

１
２
０
０
円（
70
歳
以

上
の
人
は
無
料
）

持
ち
物　

バ
ス
タ
オ
ル
、
健
康

手
帳（
持
っ
て
い
る
人
）

申
し
込
み　

５
月
20
日
㈪（
当

日
消
印
有
効
）
ま
で
に
、
必
要

事
項（
左
表
参
照
）を
記
入
し
、

は
が
き
・
フ
ァ
ク
ス
で
健
康
課

（
〒
516

－

0076
八
日
市
場
町
13

－

１
）へ
、
ま
た
は
直
接
健
康
課
・

各
総
合
支
所
生
活
福
祉
課
へ

※
受
診
の
可
否
は
、
６
月
中
に

郵
送
し
ま
す
。

※
乳
が
ん
検
診
に
つ
い
て
は
、

ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
や
シ
リ
コ
ン

が
入
っ
て
い
る
人
、
妊
娠
中
・

妊
娠
の
可
能
性
が
あ
る
人
、
母

乳
が
少
し
で
も
出
て
い
る
人

は
、受
診
を
避
け
て
く
だ
さ
い
。

予
算
額　

約
１
０
２
６
万
円
（
う

ち
県
補
助
金
１
７
４
万
円
）〔
12

月
〜
平
成
26
年
３
月
分
を
含
む
〕

はがき・ファクスの記入事項（見本）

乳がん検診申し込み
①検診日時
　第１希望　■月■日・午前
　第２希望　■月■日・午後
　第３希望　■月■日・午後
②住所　　　岩渕■丁目■－■
③氏名　　　伊勢　花子
④生年月日　昭和■■年■月■日
⑤昼間の連絡先　090-■■■■-■■■■

※午前・午後も必ず記入してください。
※７月は希望者が多く、抽選となる可能性が高くなります。
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と
き　

５
月
17
日
㈮
、
午
後
１

時
30
分
〜
３
時
30
分（
雨
天
中

止
）

集
合
場
所　

民
話
の
駅 

蘇
民

対
象　

市
内
在
住
の
人

内
容　

市
民
の
皆
さ
ん
に
身
近

な
ヘ
ル
ス
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
案

内
に
よ
り
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
し

ま
す（
コ
ー
ス

：

二
見
し
ょ
う

ぶ
ロ
マ
ン
の
森
〜
太
江
寺
〜
神

前
海
岸
）

定
員　

40
人（
先
着
順
）

持
ち
物　

運
動
の
で
き
る
服

装
・
靴
、
タ
オ
ル
、
飲
み
物
、

保
険
料（
30
円
程
度
）

申
し
込
み　

電
話
ま
た
は
FAX
で

健
康
課
へ

※
ヘ
ル
ス
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と

は
、
健
康
づ
く
り
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
養
成
講
座
の
修
了
生
で
、
健

康
づ
く
り
を
積
極
的
に
実
践

し
、
地
域
の
リ
ー
ダ
ー
役
を
担

う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活
躍

し
て
い
る
人
た
ち
の
こ
と
で
す
。

種
類
・
対
象
年
齢　

下
表
の
と

お
り

※
接
種
日
に
市
内
に
住
所
が
あ

る
人
が
対
象
で
す
。

実
施
場
所　

県
内
の
実
施
医
療

機
関

接
種
費
用　

無
料

持
ち
物　

予
診
票
、
母
子
健
康

手
帳
、
健
康
保
険
証

申
し
込
み　

事
前
に
電
話
な
ど

で
医
療
機
関
へ（
要
予
約
）

※
母
子
健
康
手
帳
の
提
示
が
な

い
場
合
は
接
種
で
き
ま
せ
ん
。

※
市
が
配
布
し
た
冊
子
「
予
防

定
期
予
防
接
種
を

受
け
ま
し
ょ
う
！

接
種
と
子
ど
も
の
健
康
」
な
ど

を
よ
く
読
み
、
予
防
接
種
の
必

要
性
・
注
意
点
・
副
反
応
な
ど

に
つ
い
て
理
解
し
て
か
ら
受
け

ま
し
ょ
う
。

※
長
期
に
わ
た
る
療
養
を
必
要

と
す
る
な
ど
、
特
別
な
事
情
が

あ
っ
て
定
期
予
防
接
種
を
接
種

で
き
な
か
っ
た
と
認
め
ら
れ
る

人
に
、
無
料
接
種
を
す
る
機
会

が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。
詳
し
く

は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た

は
健
康
課
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　平成24年における全国の風疹患者
数は、過去５年間で最も多い数とな

っており、今後も持続することが予

想されています。妊娠初期の女性が

風疹にかかると、赤ちゃんに重大な

影響を及ぼす場合があり、注意が必

要です。

　これまで風疹にかかったことのな

い人で、予防接種を受けていない妊

娠適齢期の人や、妊婦の家族は、予

防接種を受けることをお勧めします。

　定期予防接種対象外の人は任意接

種（有料）となります。接種について

は、かかりつけ医にご相談ください。

風疹にご注意！

定期予防接種の種類と対象年齢
種類 対象年齢

ＢＣＧ 1歳未満（接種が望ましい年齢は生後 5カ月～ 8カ月）
四種混合
（三種混合〔DPT〕＋不活化ポリオ）

（1期）3カ月～ 90カ月未満
※三種混合（DPT）の接種と不活化ポリオの接種になる場合もあります。

二種混合（DT） （2期）11歳～ 13歳未満

麻疹風疹（MR）
（1期）1歳～ 2歳未満
（2期）小学校就学前の 1年間にある人
　　　　（平成 19年 4月 2日～平成 20年 4月 1日生まれ）

日本脳炎

（1期）6カ月～ 90カ月未満（接種が望ましい年齢は 3歳～ 4歳）
（2期）9歳～ 13歳未満
※平成 7年 4月 2日～平成 19年 4月 1日生まれの人は、1期・2期とも
　に 20歳未満まで未接種分が接種可能です。

ヒブ、小児用肺炎球菌 2カ月～ 5歳未満
ヒトパピローマウイルス感染症
（子宮頸がん予防）

小学6年生～高校1年生相当（平成9年4月2日～平成14年4月1日生まれ）
の女子（接種が望ましい年齢は中学 1年生相当）

定期予防接種についてのお知らせ
・・４月１日から、ヒブ、小児用肺炎球菌、ヒトパピローマウイルス感染症の予防接種が定期接種となりました。ヒ
　トパピローマウイルス感染症予防接種については、中学１年生相当の女子を対象に、５月に予診票を送付予定で
　すが、対象年齢は上表のとおりです。予診票が送付されない人で接種を希望する人は、母子健康手帳を持って健
　康課へお越しください。
・・平成 20年度から５年間の時限措置で実施されていた麻疹風疹（MR）の３期（中学１年生相当）・４期（高校３年生
　相当）は、３月 31日をもって終了しました。

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会
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ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
料
理
講
習
会

と
き
・
と
こ
ろ
・
定
員　

左
表

の
と
お
り

対
象　

市
内
在
住
の
人

テ
ー
マ　

血
糖
値
を
改
善
す
る

料
理

参
加
費　

３
０
０
円（
当
日
持

参
）

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、三
角
巾
、

米
½
カ
ッ
プ

申
し
込
み　

各
開
催
日
の
３
日

前（
土
曜
日
・
日
曜
日
の
場
合

予
算
額　

30
万
円
（
60
回
分
）

ヘルスメイト料理講習会

とき ところ 定員
（先着順）

５月 14日㈫ 小俣保健センター 35人

５月 18日㈯ 福祉健康センター 30人

５月 22日㈬ 山田原公民館 20人

５月 23日㈭ 福祉健康センター 30人

５月 24日㈮ ハートプラザみその 30人
※いずれも時間は、午前 9時 30分～午後 1時です。

は
、
そ
の
前
開
庁
日
）
の
正
午

ま
で
に
、
電
話
ま
た
は
FAX
で
健

康
課
へ

離
乳
食
教
室

と
き　

５
月
30
日
㈭
、
午
前
10

時
30
分
〜
正
午

と
こ
ろ　

二
見
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー

対
象　

市
内
在
住
の
乳
児（
生

後
６
カ
月
ま
で
）の
保
護
者

内
容　

離
乳
食（
初
期
〜
中
期
）

の
お
話
と
試
食

定
員　

30
人（
先
着
順
）

申
し
込
み　

５
月
１
日
㈬
か

ら
、
電
話
ま
た
は
FAX
で
健
康
課

へ予
算
額　

約
35
万
６
千
円（
16
回
分
）

主な相談など

予算額　子育て相談（101回分）110万 3千円、成人健康相談・栄養相談（96回分）103万 1千円〔うち国・県補助金32万 2千円〕

診療時間 診療科目 ■左表以外の診察
　救急医療情報センター
　　（☎㉘ 1199、☎ 0800-100-1199〔音声自動案内〕）
　医療ネットみえのホームページ
　　http://www.qq.pref.mie.lg.jp/
■子どもの急な病気や事故・薬に関する小児科医師による電話相談
　相談時間　毎日、19:30 ～ 23:30
　電話番号　みえ子ども医療ダイヤル
　　　　　　　（☎＃ 8000、☎ 059-232-9955）

休日
日曜日・祝日
10:00 ～ 12:00
13:00 ～ 17:00

内科・小児科・歯科

夜間 毎日
19:30 ～ 22:00

内科・小児科
（平日夜間は内科医 1人体制）

内科・小児科（☎㉕ 8795）、歯科（☎㉗ 0829）

休日・夜間応急診療所（八日市場町）

予算額　1 億 1,363 万 1千円（うち診療所収入・他町分担金 9,541 万円）

とき ところ とき ところ

①子育て相談 ②成人健康相談・成人栄養相談（成人栄養相談は要予約）

５月  ７日㈫
 ９:30～ 11:00

二見老人福祉センター
５月  １日㈬  ９:30～ 11:00 小俣保健センター

13:30 ～ 15:00 ５月  ９日㈭ 13:30 ～ 15:00 ハートプラザみその

５月 10 日㈮ 10:00 ～ 11:30 四郷地区コミュニティセンター ５月 16 日㈭ 13:30 ～ 15:00 中央保健センター

５月 14 日㈫
 ９:30～ 11:00 ５月 22 日㈬  ９:30～ 11:00 二見老人福祉センター

13:30 ～ 15:00
中央保健センター

③エイズ検査

５月 17 日㈮ 10:00 ～ 11:30 城田地区コミュニティセンター 毎週火曜日  ９:00～ 11:00 伊勢保健所
（県伊勢庁舎内）

５月 21 日㈫
 ９:30～ 11:00

ハートプラザみその
毎月第2火曜日 17:30 ～ 19:00

13:30 ～ 15:00 ④こころの健康相談（要予約）

５月 28 日㈫
 ９:30～ 11:00

小俣保健センター ５月 30 日㈭ 13:00 ～ 15:00
伊勢保健所
（県伊勢庁舎内）13:30 ～ 15:00

対象　①②市内在住の人、③④県内在住の人
問い合わせ　①②健康課（☎㉗ 2435）、③伊勢保健所（☎㉗ 5137）、④伊勢保健所（☎㉗ 5148）
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伊勢市行政チャンネル
広報広聴課（☎㉑5515）

特集番組
　市の重要課題や市政に関する情報を、リポーターの
進行により担当職員の解説を交えながらお伝えします。
5/1～31　５月は消費者月間　一人で悩まず　まず、
　　　　　　相談を！（16日からは文字解説付き）
放送時間　午前６時・8時・11時・午後1時・4時・
　　　　　6時・9時・11時～

（デジタル123ch）

番組制作・放送予算額〔平成25年度〕　2,453 万 3千円

アイティービーコミュニティチャンネル

㈱アイティービー（☎0120・270・089）

アイティービー・トピックス
 ・・月曜日 ･水曜日・金曜日の午前 7時に更新し、奇数
　時間の 0分から放送します。
※毎週日曜日は1週間のニュースをまとめてお伝えします。
※ 4月 29日㈷～ 5月 5日㈷は、アイティービー・ト
　ピックスの放送はありません。

企画番組（内容が更新される週を掲載しています）
5/6 ～12　伊勢音楽堂、横井三千のお店にGo!、Z－
NAVIGATION　5/13 ～19　日本の暮らしのぞき箱、
桂三弥と愉快な仲間のメッチャ遊びより、この店行っと
こっ！、もっと！水の惑星紀行　5/20 ～26　年寄万
歳～百歳になったら～、放課後クラブ、宮川インフォメー
ション、ナナちゃんのお店紹介、近場ぐるっと FOOD
ハンター　5/27～ 6/2　ぐるぐるグルメ、美し国の時
間、ひよこくらぶ
※ 4月 29 日㈷～ 5月 5日㈷の企画番組は、これまでに　
　放送した番組を再放送します。

（デジタル121ch）

おしらせ番組
　各課からのお知らせや市民活動団体・ボランティア
団体の情報などをお伝えします。（毎週土曜日更新）
放送時間　午前7時・9時・正午・午後2時・5時・7時・
　　　　　10時・翌日午前0時～

ケーブルテレビ番組案内

暴
力
団
か
ら
の
不
当
要
求
に
は

早
期
の
相
談
を
！

　

「
自
分
は
暴
力
団
に
は
関
係

が
な
い
」と
思
い
が
ち
で
す
が
、

何
が
き
っ
か
け
で
関
わ
り
が
で

き
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
。

　

暴
力
団
な
ど
の
反
社
会
勢
力

は
、
企
業
活
動
の
中
に
入
り
込

み
、
機
関
誌
の
購
読
や
下
請
け

参
入
、
広
告
料
な
ど
、
あ
ら
ゆ

る
名
目
で
不
当
な
要
求
を
行
っ

た
り
、
事
故
・
ト
ラ
ブ
ル
・
不

祥
事
な
ど
を
理
由
に
因
縁
を
つ

け
た
り
し
て
き
ま
す
。

　

暴
力
団
員
か
ら
の
不
当
要
求

な
ど
を
受
け
た
場
合
は
、
一
人

（
一
企
業
）で
対
応
せ
ず
、
早
め

に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

相
談
先

・・
伊
勢
警
察
署（
☎
⑳
０
１
１

０
）

・・
公
益
財
団
法
人
暴
力
追
放
三

重
県
民
セ
ン
タ
ー（
☎
０
１
２

０
・
３
１
・
８
９
３
０
）

・・
三
重
弁
護
士
会（
☎
０
５
９
・

２
２
８
・
２
２
３
２
）

行
楽
シ
ー
ズ
ン
の
交
通
安
全
を

　

行
楽
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
て
車

を
運
転
す
る
機
会
が
増
え
る

と
、
疲
労
・
居
眠
り
・
渋
滞
に

よ
る
イ
ラ
イ
ラ
な
ど
に
よ
り
交

通
事
故
が
多
発
す
る
こ
と
が
心

配
さ
れ
ま
す
。

　

遠
出
を
す
る
場
合
は
、
余
裕

の
あ
る
計
画
を
立
て
、
体
調
を

整
え
、
安
全
運
転
を
心
掛
け
る

と
と
も
に
、
車
両
の
点
検
を
十

分
に
行
い
ま
し
ょ
う
。

■
車
が
故
障
し
た
と
き
は
…

○
一
般
道
路
で
故
障
し
た
と
き

・・
な
る
べ
く
路
肩
に
寄
せ
て
停

止・・
ハ
ザ
ー
ド
ラ
ン
プ
を
点
灯

し
、
停
止
表
示
器
材
を
後
方
に

設
置
す
る
な
ど
し
て
故
障
車
で

あ
る
こ
と
を
明
示

・・
レ
ッ
カ
ー
移
動
や
救
援
を
要

請・・
車
を
離
れ
る
場
合
は
施
錠
し

て
盗
難
防
止

○
高
速
道
路
で
故
障
し
た
と
き

・・
な
る
べ
く
路
肩
に
寄
せ
て
停

止・・
ハ
ザ
ー
ド
ラ
ン
プ
を
点
灯

し
、
発
炎
筒
な
ど
で
後
続
車
に

合
図
す
る
と
と
も
に
、
停
止
表

示
器
材
を
１
０
０
ｍ
以
上
後
方

に
設
置

・・
非
常
電
話
で
故
障
の
発
生
を

通
報
し
、
レ
ッ
カ
ー
移
動
を
要

請・・
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
の
外
側
な
ど

安
全
な
場
所
に
避
難

伊
勢
警
察
署
（
☎
⑳
０
１
１
０
）

ミーポくん

県警ホームページの変更

　三重県警察のホームページが、

次のアドレスに変更になりました。

アドレス
http://www.police.pref.
mie.jp

二次元コード
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伊勢図書館 小俣図書館

 おはなし会
時毎週土曜日（５月18日を除く）、午後２時30分～
所１階・おはなしコーナー
内絵本や紙芝居などの読み聞かせ
※５月18日㈯は、「春のおはなし会スペシャル」を行
います。

 春のおはなし会スペシャル
 「おはなしプーさんの絵本バイキング」
時５月18日㈯、午後２時～
所２階・視聴覚室
※絵本バイキングとは、たくさんの絵本の中から読んで
ほしい本を選んでいただき、リクエストの多い絵本を
読むおはなし会です。（詳しいことは当日のお楽しみ）

 あかちゃんえほんのじかん
時５月23日㈭、午前11時～
所２階・視聴覚室
内赤ちゃん絵本の紹介、読み聞かせ、手遊びなど

 上映会
時５月12日㈰、午後１時30分～
所２階・視聴覚室
内「山下清物語　裸の大将放浪記」（120分）

 ふるさと文庫講演会「伊勢のもの学びパート５」
時５月～平成26年１月の第４土曜日（８月を除く、10月・
12月は第３土曜日）、午後２時～（全８回）

所２階・視聴覚室
内伊勢参宮と街道についての講演
講師岡田登さん（皇學館大学文学部教授）
定 50人程度（先着順）
申５月２日㈭から、直接・電話・ファクスで同館へ

 施設抽選会（７月～９月分）
時５月３日㈷、午前10時～（受け付けは午前９時50分～）
所２階・視聴覚室

時とき  所ところ  対対象  内内容
定定員  料料金  　申申し込み

☎㉑ 0077
FAX ㉑ 0078

指定管理委託料  1億 2,060万円（平成25年度）
入館者数  49万 904人（平成24年度）

☎㉙ 3900
FAX㉙ 3902

図書館 行こう！へ

 おはなし会
・・赤ちゃんおはなし会　５月９日㈭、午前11時～
・・たんぽぽおはなし会　５月11日㈯、午後３時～
・・ピッポの会・紙芝居　５月19日㈰、午前11時～
※いずれも場所は、１階・おはなしのへやです。

 図書館おはなし会＆工作
時５月25日㈯、午後３時～
所１階・おはなしのへや
対３歳～小学生（就学前の子どもは保護者同伴）
内おはなしを読んだ後、折り紙でかたつむりを作る工
作をします

 上映会
時５月18日㈯、午後２時～
所２階・視聴覚室
内「ねこ島日記」（ドキュメンタリー・70分）

開館時間  午前９時～午後７時
休 館 日   毎週水曜日、第 2金曜日

開館時間  午前９時～午後７時
休 館 日   毎週火曜日、第 2金曜日

広
告
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参加費などの記載のない
ものは無料

情 ーナーコ
報

募 

集

　

次
の
と
お
り
、
高
校
生
・
高

等
専
門
学
校
生
・
大
学
生（
短

期
大
学
生
を
含
む
）
を
対
象
に

奨
学
生
を
募
集
し
ま
す
。

対
象　

次
の
要
件
を
全
て
満
た

す
人

・・
生
活
保
護
受
給
世
帯
ま
た
は

市
民
税
所
得
割
額
非
課
税
世
帯

で
あ
る

・・
市
内
在
住
者
の
子
弟
で
あ
る

・・
大
学（
短
期
大
学
を
含
む
）・

教
育
総
務
課（
☎
22
７
８
７
９
）

伊
勢
市
奨
学
金

奨
学
生
を
募
集

高
等
専
門
学
校
・
高
等
学
校
に

在
学
し
て
い
る

・・
学
業
が
優
良
で
、
学
資
に
乏

し
い

支
給
額（
返
済
不
要
）　

左
表
の

と
お
り

支
給
期
間　

１
年
間（
当
該
年

度
の
み
）

申
し
込
み　

６
月
３
日
㈪
〜
17

日
㈪
に
、
申
請
書
・
必
要
書
類
・

作
文
を
、
直
接
同
課
ま
た
は
教

育
委
員
会
窓
口（
市
役
所
東
庁

舎
・
２
階
）へ

選
考
方
法　

選
考
委
員
に
よ
る

選
考

※
募
集
要
項
は
、
同
課
・
各
総

合
支
所
・
各
支
所
・
教
育
委
員

会
窓
口
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し

ま
す
。

予
算
額〔
平
成
25
年
度
〕　

６
７

８
万
円（
う
ち
基
金
か
ら
の
繰

り
入
れ
２
４
０
万
円
）

伊
勢
市
育
英
基
金
に
ご
協
力
を

　

伊
勢
市
育
英
基
金
は
、
伊
勢

市
奨
学
金
制
度
の
大
学
生
・
高

等
専
門
学
校
生（
４
・
５
年
生
）

へ
の
奨
学
金
支
給
の
財
源
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　

奨
学
金
制
度
は
今
年
度
で
47

年
目
を
迎
え
ま
す
が
、
奨
学
生

の
増
加
な
ど
に
伴
い
、
基
金
は

減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
一
人

で
も
多
く
の
学
生
に
奨
学
金
を

支
給
し
、
社
会
に
貢
献
す
る
人

材
を
育
成
す
る
た
め
、
基
金
へ

の
ご
寄
附
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

　

市
で
は
、
男
女
共
同
参
画
の

推
進
に
関
す
る
基
本
的
な
方
針
・

政
策
・
重
要
事
項
を
調
査･

審

議
す
る
た
め
、
男
女
共
同
参
画

審
議
会
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

次
の
と
お
り
、
委
員
を
募
集
し

ま
す
。

応
募
資
格　

市
内
に
在
住
ま
た

は
通
勤･

通
学
し
て
い
る
20
歳

以
上（
４
月
１
日
現
在
）の
人

任
期　

６
月
〜
平
成
27
年
５
月

（
２
年
間
）

募
集
人
数　

４
人
程
度

応
募
方
法　

５
月
17
日
㈮（
当

日
消
印
有
効
）
ま
で
に
、
応
募

用
紙
を
、
直
接
ま
た
は
郵
送
・

フ
ァ
ク
ス
・
Ｅ
メ
ー
ル
で
同
課

（
〒
516

－

8601
岩
渕
１
丁
目
７

－

29
、
FAX
㉑
５
６
４
２
、
ア
ド
レ

スkouryu@
city.ise.m

ie.jp)

へ

※
応
募
用
紙
は
同
課
に
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
ま
す
。

市
民
交
流
課（
☎
21
５
５
１
３
）

男
女
共
同
参
画
審
議
会

委
員
を
募
集

伊勢市奨学金支給額
対象 支給額

①高校生
②高等専門学校生
　（1～ 3年生）

公立 年額 66,000 円（月額 5,500 円）

私立 年額 72,000 円（月額 6,000 円）

③高等専門学校生
　（4・5年生）
④大学生

県内 年額 96,000 円（月額 8,000 円）

県外 年額120,000円（月額10,000円）

※③④については、伊勢市育英基金を原資としていますので、合
　わせて 20人程度とします。

広
告

予
算
額〔
平
成
25
年
度
〕　

25
万

９
千
円
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運
転
免
許
を
取
得
し
て
い
る

３
人
１
チ
ー
ム
で
、
１
２
３
日

間（
７
月
１
日
〜
10
月
31
日
）の

無
事
故
・
無
違
反
に
挑
戦
す
る

「
無
事
故
・
無
違
反
チ
ャ
レ
ン

ジ
１
２
３
」
の
参
加
者
を
募
集

し
ま
す
。

参
加
費　

１
人
に
つ
き
１
０
０

０
円

申
込
期
間　

５
月
１
日
㈬
〜
６

月
30
日
㈰

※
無
事
故
・
無
違
反
を
達
成
し

た
チ
ー
ム
の
中
か
ら
、
抽
選
で

30
万
円
分
の
旅
行
ギ
フ
ト
券
な

ど
を
贈
呈
し
ま
す
。

※
シ
ル
バ
ー
チ
ー
ム（
３
人
の

う
ち
２
人
以
上
が
、
７
月
１
日

時
点
で
65
歳
以
上
の
人
の
チ
ー

ム
）
の
募
集
も
し
ま
す
。
達
成

チ
ー
ム
に
は
、
一
般
チ
ー
ム
の

商
品
と
は
別
に
、
さ
ら
に
抽
選

で
５
チ
ー
ム
に
シ
ル
バ
ー
特
別

賞（
６
万
円
分
の
旅
行
ギ
フ
ト

券
）な
ど
が
当
た
り
ま
す
。（
共

三
重
県
交
通
安
全･

消
費
生
活
課

（
☎
０
５
９
・
２
２
４
・
２
４
１
０
）

無
事
故
・
無
違
反

チ
ャ
レ
ン
ジ
１
２
３

参
加
者
を
募
集

通
賞
品
と
の
重
複
当
選
は
あ
り

ま
せ
ん
）

※
詳
し
く
は
、
チ
ラ
シ（
５
月

１
日
以
降
、
市
役
所
、
各
警
察

署
、
各
県
庁
舎
、
県
庁
な
ど
に

あ
り
ま
す
）を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

㈶
国
際
青
少
年
研
修
協
会
で

は
、
国
際
体
験
を
通
し
て
異
文

化
の
理
解
や
国
際
交
流
を
深

め
、
国
際
性
を
養
う
こ
と
を
目

的
に
、
小
学
生
〜
高
校
生
の
海

外
派
遣
を
し
て
お
り
、
次
の
と

お
り
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

派
遣
日
程　

７
月
25
日
㈭
〜
８

月
13
日
㈫（
派
遣
先
や
内
容
に

よ
り
異
な
り
ま
す
）

派
遣
先　

米
国
、
英
国
、
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
、
カ
ナ
ダ
、
サ
イ

パ
ン
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
、
フ
ィ
ジ

ー対
象　

小
学
３
年
生
〜
高
校
３

年
生

市
民
交
流
課
内
・
伊
勢
市
国
際
交

流
協
会
事
務
局（
☎
21
５
５
４
９
）

小
学
生
〜
高
校
生
の
た
め
の

夏
休
み
海
外
派
遣

参
加
者
を
募
集

内
容　

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
、
文
化
交
流
、
学
校

体
験
、英
語
研
修
、地
域
見
学
、

野
外
活
動
な
ど

参
加
費　

22
万
８
千
円
〜
57
万

８
千
円

申
込
期
限　

６
月
３
日
㈪
ま
た

は
10
日
㈪（
派
遣
先
や
内
容
に

よ
り
異
な
り
ま
す
）

問
い
合
わ
せ
先　

㈶
国
際
青
少

年
研
修
協
会（
☎
０
３
・
６
４

５
９
・
４
６
６
１
）

試
験
・
講
座

と
き　

７
月
９
日
㈫
・
10
日
㈬
・

17
日
㈬
・
19
日
㈮
・
23
日
㈫
・

24
日
㈬
・
26
日
㈮

と
こ
ろ　

小
俣
農
村
環
境
改
善

セ
ン
タ
ー

対
象　

55
歳
以
上
の
求
職
者

内
容　

事
業
所
・
施
設
・
給
食

セ
ン
タ
ー
な
ど
で
調
理
補
助
の

公
益
社
団
法
人
三
重
県
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会

（
☎
０
５
９
・
２
２
１
・
６
１
６
１
）

高
齢
者
の
雇
用
・
就
業
の

た
め
の
技
能
講
習

調
理
補
助
講
習

ス
タ
ッ
フ
と
し
て
働
け
る
よ

う
、
食
品
衛
生
・
栄
養
・
食
材

の
基
礎
知
識
や
調
理
の
基
礎
を

学
び
ま
す

定
員　

20
人

申
込
期
間　

５
月
７
日
㈫
〜
６

月
７
日
㈮催

し
物

と
き　

５
月
25
日
㈯
、
午
前
10

時
〜
正
午

と
こ
ろ　

伊
勢
リ
サ
イ
ク
ル
プ

ラ
ザ（
西
豊
浜
町
６
５
３
）

内
容　

Ｅ
Ｍ
ぼ
か
し
を
使
っ

て
、
生
ご
み
を
堆
肥
に
し
ま
す

定
員　

30
人（
先
着
順
）

持
ち
物　

ふ
た
付
き
発
泡
ス
チ

ロ
ー
ル
箱（
縦
・
横
・
深
さ
の

合
計
が
70
㎝
以
内
）、
エ
プ
ロ
ン

申
し
込
み　

５
月
13
日
㈪
か

ら
、
同
プ
ラ
ザ
へ

※
１
家
族
１
人
に
限
り
ま
す
。

伊
勢
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

（
☎
38
２
８
０
０
）

Ｅ
Ｍ
ぼ
か
し
作
り
講
習
会

広
告

い
せ
ト
ピ
ア
「
ま
な
び
の
パ
ス

ポ
ー
ト
」の
対
象
と
な
り
ま
す
。
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と
き　

５
月
26
日
㈰
、
午
後
１

時
〜
３
時（
途
中
入
退
室
可
）

と
こ
ろ　

ハ
ー
ト
プ
ラ
ザ
み
そ

の
・
２
階
教
養
娯
楽
室（
和
室
）

対
象　

市
内
に
在
住
ま
た
は
通

勤
・
通
学
し
て
い
る
人

内
容　

市
長
を
ゲ
ス
ト
に
迎

え
、
子
育
て
・
就
労
な
ど
の
生

活
の
こ
と
や
、
ま
ち
づ
く
り
・

市
役
所
の
こ
と
な
ど
、
日
頃
思

っ
て
い
る
こ
と
を
、
カ
フ
ェ
ス

タ
イ
ル（
喫
茶
形
式
）で
気
軽
に

話
し
た
り
、
聞
い
た
り
し
ま
す

※
子
ど
も
連
れ
の
参
加
も
可
能
。

定
員　

30
人
程
度（
先
着
順
）

申
し
込
み　

５
月
２
日
㈭
か

ら
、
電
話
・
フ
ァ
ク
ス
・
Ｅ
メ

ー
ル
で
同
課（
FAX
㉑
５
６
４
２
、

ア

ド

レ

スkouryu@
city.ise.

m
ie.jp)

へ

市
民
交
流
課
内
・
男
女
共
同
参
画

れ
い
ん
ぼ
う
伊
勢

（
☎
21
５
５
１
３
）

れ
い
ん
ぼ
う
カ
フ
ェ

　

「
ど
う
な
っ
て
ん
の
？
私
た

ち
の
出
す
ゴ
ミ
」
を
テ
ー
マ
に

学
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

清
掃
工
場
に
持
ち
込
ま
れ
た

ご
み
が
、
ど
の
よ
う
に
処
理
さ

れ
る
の
か
、
実
際
に
現
場
を
見

て
学
び
ま
す
。

と
き　

５
月
18
日
㈯
、
午
後
１

時
30
分
〜
３
時

と
こ
ろ　

伊
勢
リ
サ
イ
ク
ル
プ

ラ
ザ（
西
豊
浜
町
６
５
３
）

※
事
前
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

伊
勢
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

（
☎
38
２
８
０
０
）

環
境
学
習
会

と
き　

５
月
19
日
㈰
、
午
前
８

時
〜
10
時（
雨
天
の
場
合
は
５

月
26
日
㈰
に
延
期
）

と
こ
ろ　

五
十
鈴
橋
西
側
〜
野の

名な

面つ
ら

橋

小
俣
総
合
支
所
地
域
振
興
課
内
・

外
城
田
川
河
川
美
化
協
力
会

（
☎
22
７
８
５
８
）

外
城
田
川
清
掃
活
動

お
知
ら
せ

　

収
入
が
少
な
く
、
生
活
が
著

し
く
困
難
な
国
民
健
康
保
険
加

入
者
は
、
医
療
機
関
な
ど
で
支

医
療
保
険
課（
☎
21
５
６
４
６
）

国
民
健
康
保
険
加
入
者

医
療
機
関
で
の

支
払
い
免
除
・
徴
収
猶
予

遺品整理遺品整理

集
合
場
所

・・
外
城
田
川
沿
線
自
治
区
…
各

自
治
区
が
指
定
す
る
場
所

・・
一
般
参
加
者
…
小
俣
図
書
館

北
側（
外
城
田
川
堤
防
側
）

内
容　

堤
防
の
草
刈
り
、
ご
み

拾
い

持
ち
物　

作
業
が
で
き
る
服

装
・
軍
手
・
鎌
な
ど

払
い
を
免
除
ま
た
は
徴
収
猶
予

さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
措
置
を
受
け
る
た

め
に
は
事
前
申
請
が
必
要
で
す
。

■
免
除

要
件　

入
院
療
養
し
て
い
る
国

民
健
康
保
険
加
入
者
が
い
る
世

帯
で
、
世
帯
の
収
入
合
計
が
生

活
保
護
基
準
額
以
下
、
か
つ
預

貯
金
が
生
活
保
護
基
準
額
の
３

カ
月
分
以
内

免
除
期
間　

３
カ
月
以
内

■
徴
収
猶
予

要
件　

国
民
健
康
保
険
加
入
者

を
含
む
世
帯
の
収
入
合
計
が
生

活
保
護
基
準
額
の
1.3
倍
以
下

猶
予
期
間　

６
カ
月
以
内

い
せ
ト
ピ
ア
「
ま
な
び
の
パ
ス

ポ
ー
ト
」の
対
象
と
な
り
ま
す
。

広
告
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楽
し
く
買
い
物
が
で
き
る
店

舗
や
商
店
街
づ
く
り
、
購
買
の

利
便
性
を
高
め
る
商
業
環
境
の

整
備
を
目
指
す
事
業
に
対
し
、

事
業
費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

対
象　

市
内
に
店
舗
を
有
す

る
、
ま
た
は
市
内
で
営
業
す
る

次
の
団
体
な
ど

・・
商
店
街
振
興
組
合
、
商
店
街

協
同
組
合
、
商
工
会
議
所
、
商

工
会
、
商
店
街
連
合
機
関
、
任

意
の
商
店
街
組
織
、公
益
法
人
、

学
校
、
異
な
る
商
店
街
な
ど
に

所
属
す
る
２
以
上
の
店
舗
の
グ

ル
ー
プ
で
市
長
が
認
め
る
も
の

対
象
事
業
・
補
助
率　

下
表
の

と
お
り

申
請　

５
月
１
日
㈬
〜
31
日
㈮

に
、
申
請
書
と
必
要
書
類
を
直

接
同
課
へ

　

国
民
健
康
保
険
は
、
自
営
業

の
人
や
会
社
を
退
職
し
た
人
な

ど
、
職
場
の
健
康
保
険
に
加
入

し
て
い
な
い
人
の
た
め
の
健
康

保
険
で
す
。

　

国
民
健
康
保
険
の
資
格
を
取

得（
加
入
）し
た
と
き
や
、
喪
失

（
脱
退
）し
た
と
き
は
、
14
日
以

医
療
保
険
課（
☎
21
５
６
４
６
）

国
民
健
康
保
険
の

手
続
き
は
14
日
以
内
に

内
に
、
同
課
・
各
総
合
支
所
生

活
福
祉
課
・
各
支
所
へ
届
け
出

を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
資
格
取
得
の
届
け
出
が
遅
れ

る
と
、
取
得
日
ま
で
さ
か
の
ぼ

っ
て
保
険
料
を
納
め
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
資
格
を
喪

失
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
届
け
出
を
せ
ず
に
国
民
健

康
保
険
証
を
使
う
と
、
後
で
い

っ
た
ん
医
療
費
を
全
額
負
担
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

国民健康保険の届け出
届け出が必要なとき 届け出に必要な物

資格取得
（加入）

市内へ転入したとき 転出証明書、印鑑
職場の健康保険を脱退した
（退職した）、または扶養家
族から外れたとき

職場の健康保険の離脱証明
書、印鑑

子どもが生まれたとき
国民健康保険証、母子健康手
帳、印鑑

生活保護を受けなくなった
とき

生活保護廃止決定通知書、印
鑑

資格喪失
（脱退）

市外へ転出するとき 国民健康保険証、印鑑
職場の健康保険に加入し
た、または扶養家族になっ
たとき

国民健康保険証、職場の健康
保険の保険証、印鑑

死亡したとき 国民健康保険証、印鑑

生活保護を受けるようにな
ったとき

国民健康保険証、生活保護開
始決定通知書、印鑑

その他

住所・氏名・世帯主などが
変わったとき

国民健康保険証、印鑑

保険証を紛失したり、破損
したとき

身分証明書、国民健康保険証
（破損の場合）、印鑑

学生が修学のため市外へ転
出するとき

国民健康保険証、在学証明書、
印鑑

退職者医療制度に該当する
とき

国民健康保険証、年金証書、
印鑑

商
工
労
政
課（
☎
21
５
５
１
２
）

買
い
物
環
境
整
備
事
業

補
助
金

※
募
集
案
内
・
申
請
書
は
同
課

に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
市
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
。

※
審
査
に
よ
り
補
助
金
の
交
付

決
定
を
し
ま
す
。

予
算
額〔
平
成
25
年
度
〕　

８
０

０
万
円

買い物環境整備事業補助金
対象事業 事業例 補助率（上限額）

計画策定事業
商店街などの活性化にかかる調査お
よび計画策定事業など

事業費の 2/3（上限 50万円）

再活性化事業
地域の名所・旧跡・歴史などを生か
して魅力を高める事業など

事業費の 2/3（上限 100万円）

情報システム化整備事業 ホームページ作成事業など 事業費の 2/3（上限 100万円）

快適環境整備事業
多言語に対応したパンフレット・看
板の作成、案内人の設置事業など

事業費の 2/3（上限 100万円）

安心安全整備事業 災害マニュアル作成事業など 事業費の 2/3（上限 100万円）

その他の事業
地域社会、観光客などの消費者の新
たなニーズに対応した事業など

事業費の 2/3（上限 50万円）

広
告
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対
象
者　

次
の
要
件
を
全
て
満

た
す
人

・・
市
内
に
住
所
が
あ
り
居
住
し

て
い
る

・・
世
帯
員
全
員
が
市
区
町
村
民

税
を
滞
納
し
て
い
な
い

・・
過
去
に
こ
の
補
助
金
の
交
付

を
受
け
て
い
な
い

対
象
住
宅
・
店
舗

・・
補
助
対
象
者
が
居
住
す
る
住

宅
お
よ
び
併
用
住
宅（
借
家
な

ど
の
場
合
は
所
有
者
の
承
諾
が

必
要
）

・・
補
助
対
象
者
が
事
業
を
営
む

店
舗（
賃
借
店
舗
の
場
合
は
所

有
者
の
承
諾
が
必
要
）

※
過
去
に
こ
の
補
助
金
を
受
け

て
い
る
住
宅
・
店
舗
は
対
象
外

で
す
。

対
象
工
事　

次
の
要
件
を
全
て

満
た
す
工
事

・・
工
事
費（
税
抜
き
）が
20
万
円

以
上
で
あ
る

・・
平
成
26
年
３
月
31
日
ま
で
に

工
事
を
完
了
し
、
実
績
報
告
を

商
工
労
政
課（
☎
21
５
５
１
２
）

住
宅
・
店
舗
の

リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
に
補
助

提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る

・・
市
内
に
本
社
・
本
店
が
あ
る

法
人
、
ま
た
は
市
内
で
営
業
す

る
事
業
者
が
行
う
工
事
で
あ
る

※
次
の
工
事
は
対
象
外
で
す
。

・・
浄
化
槽
設
置
工
事
や
公
共
下

水
道
へ
の
排
水
管
接
続
工
事
、

解
体
工
事
な
ど

・・
申
し
込
み
時
点
で
着
手
し
て

い
る
工
事
や
、
補
助
金
交
付
決

定
前
に
着
手
し
て
い
る
工
事

・・
住
宅
・
店
舗
と
別
棟
の
倉
庫
・

車
庫
な
ど
の
工
事
、
外
構
の
工

事
な
ど

補
助
金
額

①
住
宅
…
工
事
費
の
１
０
０
分

の
５（
上
限
10
万
円
）

②
店
舗
…
工
事
費
の
１
０
０
分

の
10（
上
限
20
万
円
）

※
店
舗
併
用
住
宅
の
場
合
は
、

①
に
よ
り
算
出
し
た
額
と
②
に

よ
り
算
出
し
た
額
と
を
比
較

し
、
多
い
方
の
額
と
し
ま
す
。

申
し
込
み　

５
月
１
日
㈬
か
ら
、

申
請
書
と
必
要
書
類
を
直
接
同

課
へ

※
募
集
案
内
・
申
請
書
は
同
課

に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
市
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
。

※
交
付
決
定
額
が
予
算
額
に
達

し
た
時
点
で
受
け
付
け
を
終
了

し
ま
す
。

予
算
額〔
平
成
25
年
度
〕　

１
０

０
０
万
円

　

土
地
開
発
公
社
が
所
有
す
る

土
地
を
先
着
順
に
売
却
し
ま
す
。

対
象　

個
人
ま
た
は
法
人
で
、

一
定
の
資
格
を
満
た
す
人

売
却
物
件

・・
所
在
地
…
旭
町
字
桃
ノ
木
２

９
３
番

・・
面
積
…
２
３
２
５
・
38
㎡（
約

７
０
３
坪
）

・・
地
目
…
山
林（
現
況

：

原
野
）

最
低
売
却
価
格 　

９
７
６
万
７

千
円

申
し
込
み　

８
月
30
日
㈮
ま
で

に
、
申
込
書
と
添
付
書
類
を
直

接
同
課
へ

※
売
却
の
案
内
書
は
同
課
に
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
。

土
地
開
発
公
社（
☎
21
５
６
３
９
）

用
地
課（
☎
21
５
５
６
２
）

公
社
保
有
地
を

先
着
順
に
売
却

　

東
海
財
務
局
で
は
、
金
融
サ

ー
ビ
ス
利
用
者
の
皆
さ
ん
か
ら

の
相
談
を
受
け
付
け
る
「
金
融

ほ
っ
と
ラ
イ
ン
」
と
、
多
重
債

務
で
悩
ん
で
い
る
皆
さ
ん
の
相

談
を
受
け
付
け
る
「
多
重
債
務

相
談
」
を
設
け
て
い
ま
す
。

電
話
番
号

・・
金
融
ほ
っ
と
ラ
イ
ン（
☎
０

５
２
・
９
５
１
・
９
６
２
０
）

・・
多
重
債
務
相
談
窓
口（
☎
０

５
２
・
９
５
１
・
１
７
６
４
）

無
料
巡
回
相
談
会
を
開
催

　

次
の
と
お
り
、
無
料
巡
回
相

談
会
を
開
催
し
ま
す
。

と
き　

６
月
７
日
㈮
、
午
前
９

時
〜
午
後
５
時

と
こ
ろ　

東
海
財
務
局
津
財
務

事
務
所（
津
市
桜
橋
２

－

１
２

９
）

相
談
内
容　

預
金
・
融
資
・
保

険
・
貸
し
金
・
証
券
な
ど
の
金

融
サ
ー
ビ
ス
、
未
公
開
株
・
社

債
な
ど
の
勧
誘
・
被
害
、
多
重

債
務
・
家
計
再
建
・
借
金

東
海
財
務
局
金
融
監
督
第
三
課

（
☎
０
５
２
・
９
５
１
・
２
９
９
５
）

金
融
ほ
っ
と
ラ
イ
ン
・

多
重
債
務
相
談

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ　

Ｂ
Ｓ
プ
レ
ミ
ア
ム

で
放
送
中
の
「
に
っ
ぽ
ん
縦
断

こ
こ
ろ
旅
」
は
、
火
野
正
平
さ

ん（
俳
優
）が
自
転
車
で
全
国
各

地
を
旅
す
る
番
組
で
、
三
重
県

で
は
６
月
３
日
㈪
〜
９
日
㈰
に

放
送
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
番
組
で
は
、
視
聴
者
の

皆
さ
ん
か
ら
の
「
思
い
出
の
場

所
＆
エ
ピ
ソ
ー
ド
」
を
も
と
に

旅
の
行
き
先
が
決
ま
り
ま
す
。

　

皆
さ
ん
も
、
伊
勢
市
を
Ｐ
Ｒ

す
る
た
め
、
番
組
に
エ
ピ
ソ
ー

ド
の
ご
応
募
を
お
願
い
し
ま
す
。

応
募
期
限　

５
月
14
日
㈫（
必

着
）

※
詳
し
く
は
、
同
セ
ン
タ
ー
へ

問
い
合
わ
せ
る
か
、
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ（http://w

w
w
.nhk.or.jp/ko

korotabi/

）を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
５
７
０
・
０
６
６
・
０
６
６
）

Ｎ
Ｈ
Ｋ　

Ｂ
Ｓ
プ
レ
ミ
ア
ム

に
っ
ぽ
ん
縦
断
こ
こ
ろ
旅

あ
な
た
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
で

伊
勢
の
Ｐ
Ｒ
を
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ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
と

は
、
新
薬
と
比
べ
て
安
価
な
の

に
安
全
性
や
効
き
目
は
同
等
と

国
が
認
め
た
薬
の
こ
と
で
す
。

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
普
及

は
、
患
者
負
担
の
軽
減
や
医
療

保
険
財
政
の
改
善
に
有
効
で
あ

る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

伊
勢
市
の
国
民
健
康
保
険
や

三
重
県
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

で
は
、
保
険
証
の
交
付
時
に
、

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
と
一
体
に
な
っ

た
「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
希

望
カ
ー
ド
」
を
送
付
し
て
い
ま

す
。
医
療
機
関
や
薬
局
で
、
こ

の
カ
ー
ド
を
提
示
し
て
い
た
だ

く
こ
と
で
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医

薬
品
希
望
の
意
思
を
伝
え
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
保
険
証
と
と
も

に
送
付
し
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
紛
失

な
ど
で
カ
ー
ド
の
再
交
付
を
希

医
療
保
険
課（
☎
21
５
６
４
６
）

国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
加
入
者
の
皆
さ
ん
へ

利
用
し
て
い
ま
す
か
？

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品

希
望
カ
ー
ド

望
す
る
人
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

連
絡
先

・・
国
民
健
康
保
険
加
入
者
…
医

療
保
険
課（
☎
㉑
５
６
４
６
）

・・
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
加
入

者
…
三
重
県
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合（
☎
０
５
９
・
２
２

１
・
６
８
８
３
）、
医
療
保
険

課（
☎
㉑
５
５
５
２
）

　

裁
判
所
で
は
、
５
月
３
日
の

憲
法
記
念
日
を
含
む
５
月
１
日

〜
７
日
を
「
憲
法
週
間
」
と
定

め
、
憲
法
の
精
神
や
裁
判
所
の

役
割
を
国
民
の
皆
さ
ん
に
理
解

し
て
い
た
だ
く
た
め
、
さ
ま
ざ

ま
な
行
事
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

憲
法
週
間
の
行
事
に
つ
い
て

詳
し
く
は
、
裁
判
所
へ
問
い
合

わ
せ
る
か
、
裁
判
所
の
ホ
ー
ム

ペ

ー

ジ（http://w
w
w
.courts.

go.jp/

）を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

津
地
方
裁
判
所
総
務
課

（
☎
０
５
９
・
２
２
６
・
４
１
７
２
）

５
月
１
日
〜
７
日
は

憲
法
週
間

　このコーナーは、市民団体の皆さんが、イベント案内
や会員募集などに利用できるコーナーです。参加費など
の記載のないものは無料です。

みんなの広場

時 5月24日㈮～26日㈰、10:00～16:00　所神宮会
館（宇治中之切町152）　内切り花・鉢植え・押し
花の展示

三重ばら会南勢支部・辻さん（☎24-9271）

伊勢神宮奉納春のばら展押し花展

時 5月11日㈯、18:00～20:00　所伊勢河崎商人館・

角
かど

吾
ご

座
ざ

　内「悠久なる漢詩の心とその情景」と
題して、映像により分かりやすい詩吟を発表し

ます　定 70人（先着順）

奉洲流詩吟道総本部（☎25-6261）

奉
ほう

洲
しゅう

流詩吟発表会

時 5月12日㈰、14:00～15:30　所赤
あか

門
もん

寺
でら

正
しょう

寿
じゅ

院
いん

（岩

渕3丁目4-25）　内竹内浩三の詩の朗読、西山嘉
代子さん（声楽家）による歌、竹内浩三のエピソ

ードなどのトーク　定 100人

竹内浩三を読む会（☎28-4540）

竹内浩三生誕祭

時 5月7日㈫・7月2日㈫、13:30～16:00　所縁
えにし

の

家（御薗町高向927、いせ在宅医療クリニック横）
対本人やその家族、認知症を理解したいと思う
人など　内今！笑顔になってほしいから、たく
さんおしゃべりをして、その人の状態に寄り添

えるように心のリフレッシュを目的とします
定 20人（先着順）　料一家族300円　申当日の正
午までに桑原さんへ

認知症しゃべり場たんぽぽクラブ・桑原さん
（☎24-2171）

話そう、語ろう　認知症

時 5月14日㈫・13:30～17:00、15日㈬・9:00～17:00、
16日㈭・9:00～16:00　所おかげ横丁周辺　対囲
碁に関心のある人　内 30歳以下の若いプロ棋士
16人（女流5人を含む）によるトーナメント戦と、
全棋士による指導碁や入門教室が開催されます

※以下は指導碁を受ける人のみ
定 100人（先着順）　料 2,000円　申 5月1日㈬～13
日㈪

横丁棋
き

院
いん

囲碁クラブ（☎23-8816）

第４回おかげ杯囲碁トーナメント

時とき  所ところ  対対象　内内容　定定員
料料金　申申し込み

７月１日号＝５月15日㈬　７月15日号＝５月31日㈮
掲載申し込み締め切り
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時とき　所ところ　対対象　定定員　申申し込み　問問い合わせ先

  予算額〔平成25年度〕 7,305 万 4千円（市主催分のみ）5月の無料相談
法　律
※担当弁護士が、既に相手方の相談を受けて
　いる場合は、相談を受けることはできません。

時毎週月曜日、13:30～15:30〔５月６日
は休日のため、７日㈫に行います〕

所広報広聴課（☎㉑5515）
対市内に住所を有する人
定８人（定員を超えた場合は抽選）
申相談日当日の13:15までに広報広聴
課へ来所

時５月２日㈭、13:30～15:30
所小俣保健センター
対市内に住所を有する人
定４人（定員を超えた場合は抽選）
申４月24日㈬～５月１日㈬に、社会福祉
協議会小俣支所（☎㉗0509）へ来所また
は電話の上、相談日当日の13:15までに来所

時５月16日㈭、13:30～15:30
所社会福祉協議会御薗支所（ハートプ
ラザみその北側事務所棟）

対市内に住所を有する人
定４人（定員を超えた場合は抽選）
申５月９日㈭～15日㈬に、社会福祉協議
会御薗支所（☎㉒6617）へ来所または電
話の上、相談日当日の13:15までに来所

消費生活・多重債務
（消費者被害の相談・クレジット・消費者金融など）

時月曜日～金曜日、9:00～12:00・13:00
～16:00
所伊勢市消費生活センター〔市役所本
館・２階〕（☎㉑5717）

【司法書士による多重債務相談】
時５月16日㈭、9:30～11:30
所伊勢市消費生活センター
定４人（先着順）
申５月１日㈬・9:00以降、伊勢市消費
生活センター（☎㉑5717）へ電話

時６月６日㈭、13:30～15:30
所福祉健康センター
対市内に住所を有する人
定４人（定員を超えた場合は抽選）
申５月30日㈭～６月５日㈬に、社会福祉
協議会伊勢支所（☎㉗2425）へ来所また
は電話の上、相談日当日の13:15までに
来所
※５月中に申し込みを開始するため、今月号
　に掲載しています。

交通事故
時５月15日㈬、13:00～15:00
所広報広聴課（☎㉑5515）
定４人（先着順）
申相談日当日の8:30～14:30に、広報広
聴課へ来所または電話

時月曜日～金曜日、9:00～16:00
所三重県交通事故相談窓口〔三重県栄
町庁舎・3階〕（☎059・228・7350）

行　政

時５月14日㈫、13:00～15:00
所二見生涯学習センター
問二見総合支所地域振興課（☎421111）

時５月21日㈫、13:00～15:00
所広報広聴課（☎㉑5515）

時５月28日㈫、13:00～15:00
所小俣公民館
問小俣総合支所地域振興課（☎㉒7858）

人　権

時５月９日㈭、13:00～16:00（受け付け
は15:00まで）
所広報広聴課（☎㉑5515）

時火曜日・水曜日・金曜日、9:30～16:30
所津地方法務局伊勢支局（☎㉘6158）

公　証 （遺言・契約証明）

時５月２日㈭、13:00～16:00（受け付け
は14:00まで）
所広報広聴課（☎㉑5515）

家庭児童・女性 （児童虐待・DVなど）

時月曜日～金曜日、9:00～17:00
所こども家庭相談センター〔市役所東
庁舎・２階〕（☎㉑5709）

母　子

時月曜日～金曜日、9:00～17:00
所こども課（☎㉑5561）

乳幼児

時月曜日～金曜日、9:00～16:00
所大世古保育所（☎㉕3676）

小・中学生
（子育ての悩みや不安、不登校・いじめ・友人
関係・学習など）

時月曜日～金曜日、8:30～17:15
所スマイルいせ〔小俣総合支所・３階〕
（☎㉒7867）

【臨床心理士によるカウンセリング（要予約）】
時月曜日～金曜日、9:00～17:00
対小・中学生、保護者

青少年 （非行問題など）

時月曜日～金曜日、8:30～17:15
所青少年相談センター〔小俣総合支所・
２階〕（☎㉒7894）

就　職

時月曜日・火曜日・木曜日～土曜日、9:00
～18:00
所いせ市民活動センター北館（いせシ
ティプラザ）

対 40歳くらいまでの人または保護者、
学校の進路担当教諭

問いせ若者就業サポートステーション
（☎636603）

障がい者・障がい児
（福祉サービスの利用相談・日常生活の相談
支援など）

時月曜日～金曜日、9:30～17:30
所障害者総合相談支援センター「フク
シア」（岩渕2丁目4-9、☎㉑3633、FAX
⑳6535）〔訪問による相談も可能〕

高齢者在宅介護

時月曜日～金曜日、8:30～17:15
所地域包括支援センター（☎㉑5583）
　 東地域包括支援センター（☎441165）
　 西地域包括支援センター（☎⑳5055）
　 南地域包括支援センター（☎㉑0080）

時毎日24時間対応
所各在宅介護支援センター〔神路園（☎
㉒6012）、双寿園（☎㉓9231）、白百合
園（☎㉗1511）、山咲苑（☎㉓8000）、正
邦苑（☎381800）、みなと（☎350811）、
楽寿苑（☎㉛0050）、二見ふれあいプラ
ザ（☎434423）、小俣（☎㉗1155）〕

心配ごと　※いずれも、電話相談も可能。

時５月１日㈬、13:30～15:30
所小俣保健センター
問社会福祉協議会小俣支所（☎㉗0509）

時５月８日㈬、13:30～15:30
所福祉健康センター
問社会福祉協議会伊勢支所（☎㉗2425）

時５月15日㈬、13:30～15:30
所・問 社会福祉協議会御薗支所〔ハート
プラザみその北側事務所棟〕（☎㉒
6617）

時５月22日㈬、13:30～15:30
所・問 社会福祉協議会二見支所〔二見ふ
れあいプラザ内〕（☎435551）

登　記

時 ５月14日㈫、13:00～16:00（受け付
けは15:00まで）
所広報広聴課（☎㉑5515）
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